

































電話をかける 


親機で電話をかけるときの操作です。 


ダイヤルボタン 


1受話器を取る 



「ツー」という音び聞こえ 
たら 

ダイヤルする 


巧手の方とお話しする 


通話び終わったら 

受話器を戻す 


途中でやめるとき 

受話器を戻す 


0312345618 


1画質1機能選択' 

'登録 



•スピーカーホンボタンを押すとスピーカ 
ーホンで通話できます。 ( P .3-4) 

参まちびい電話を防ぐために「ツー」とい 
う音を確かめたあと、正しくダイヤルし 
て < ださい。 


►ディスプレイにおよその通話時間を表示します C 



30" 

0312345678 


'画質'機能選択' 

'登録 


■電話びかか6ないとまは （ P .10-10) 

■ 通話中や保留中に巧然ファクス受信に切り換わる 
とまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるときは、おまかせ受信 （ P . 己 - S 6) 
を「なし」にします。（ファクス受信時、親機で 
通話中のときはスタートボタンを、子機で通話中 
のときは機能ボタンを押します。） 


親機で電話をかける 





電話をかける 


3-2 


















































電話をかける 


子機で電話をかけるときの操作です。 





ダイヤルボタン 


充電器から取って 

を巧す 


「ツー」という音び聞こえ 
たら 

ダイヤルする 


巧手の方とお話しする 


電話番号つ 




含 


通話び終わったら 

巧電器に戻す 


I 途中でやめるとき 

切ボタンを押す 



•通話ボタンび点灯します。 

•スピーカーホンボタンを押すとスピーカ 
ーホンで通話できます。 （ P .3 -己） 

•まちびい電話を防ぐために、「ツー」と 
いう音を確かめたあと、正しくダイヤル 
して < ださい。 


•ディスプレイにおよその通話時間を表示 


します。 



•充電器に戻さないときは、切ボタンを押 
します。 

•通話時間の表示は、約日秒後に消えます。 


■ r ピーピ ーJ とい5音が聞こえるとまは 
(P.10-26) 

■ 番号をおかめてか6電話をかけるとまは 

① 通話ボタンを消なさせた状態でダイヤルする 

(ディスプレイで番号を確かめる） 

② 通話ボタンを押す 

③ 相手のちとお話しする 

④ 通話び終わったら充電器に戻す（充電器に戻 
さないとさは切ボタンを押す） 


巧^お知 S せ 

• ご使用の環境や電波の状態によっては子機から電 
話びかからないことびあります。親機に近づくな 
ど、少し場所を移動してみてください。 


子機で電話をかける 


j 電霸かける 
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スピ-力-ホン 


マイクダイヤルボタン 


尿 


受話器や子機を持たずに、相手の方とお話しびできま 
す。（スピーカーホン通話） 



^受融やチ H を iW たまま騒をかける。トトホン) 


スピ-力-ホン 

を J 甲す 


スピ-力-ホンダ仆ル 


画質縣能選択 • 


「ツー」という音び聞こえ 
たら 

ダイヤルする 


マイクに向かって巧手 
の方とお話しする 


通話び終わったら 

〇 呼を巧す 


登録 


途中でやめるとき 


スピーカー ホンボタンを押す 


0312345618 


'画質'機能選択' 
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•天気予報などを聞くとさは、 2回目の 
「ピッ」と鳴るまでスピーカーホンボタ 
ンを （2 秒(上）押し続けます。受話専 
用になり音声び聞さ取りやす<なります。 

(受話専用のとさはこちらの声は相手の 
ちには聞こえません。） 

•まちがい電話を防ぐために「ツー」とい 
う音を確かめたあと、正しくダイヤルし 
て < ださい。 


•マイクから約己日 cm 〜 2 m の範囲内でお 
話しください。 

•ディスプレイにおよその通話時間を表示 
しよ9 〇 


■巧手の方の声が聞こえにくいときは （P.1-2 目) 
■電話びかか6ないとまは （P.10-10) 


度"お知 S せ 

参相手の方の声び聞さ取りに<いとさや、周囲び騒 
びしいとさは、受話器を取ってお話しください。 
•スピーカーホンボタンを押して、すぐに相手のち 
からの電話びつなびったとさは、こちらの声び相 
手の方に聞こえないとさびあります。 

こんなとさは、受話器を取ってお話しください。 


受話器を置いたまま電話をかける 
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受話器やテ機を置いたまま電話をかける(スピ I 力—ホン) 


























































受話器や子機を置いたまま電話をかける（スピーカーホン) 






モ機を置いたまま電話をかける 


ヒーカー/下 

國 


を巧す 


「ツー」という音び聞こえ 
たら 

ダイヤルする 


3マイクに向かって巧手 

の方とお話しする 



途中でやめるとき 

切ボタンを押す 


通話び終わったら 

ぶ)を巧す 


•ダイヤルボタンび約日秒間点なします。 
•通話ボタンとスピーカーホンボタンび点 
巧します。 

•まちがい電話を防ぐために、「ツー」と 
いう音を確かめたあと、正しくダイヤル 
して < ださい。 


参マイクから約己日 cm 〜 2 m の範囲内でお 
話しください。 

•通話中は電話番号と通話時間（目安）を 
表 TJX します。 


•電話番号と通話時間（目安）は約日秒後 
に消えます。 


■ r ピーピ ーJ とい5音が聞こえるとまは 
(P.10-26) 

■巧手の声が聞こえにくいとをは （P.1-27) 

■ 電話番号をお 認 して電話をかけるとまは 

① ダイヤルする(番号を確かめる） 

② スピーカーホンボタンを押す（相手び出たら 
お話しします。） 

③ 通話び終わったら、切ボタンを押す 


巧^お知 S せ 

• 子機を持って通話中にスピーカーホンボタンを押す 
と、スピーカーホンでの通話に切り替えられます。 

(スピーカーホンでの通話に切り替えたあと、子機 
を充電器に置くと、通話び切れます。） 

• 相手のちの声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒び 
しいときは、子機を取ってお話しください。（子機 
を充電器に置いていないときは、スピーカーホンボ 
タンを押すとスピーカーホンは解除されます。） 
•スピーカーホンボタンを押して、すぐに相手から 
の電話びつなびったとさは、こちらの声び相手に 
聞こえないことびあります。 

こんなときは、子機を取ってお話しください。 



受話器や子機を置いたまま電話をかける(スピ I 力—ホン) 
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電話を受ける 

親機で電話を受けるときの操作です。 





呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 


♦目手の方とお話しする 



►ディスプレイにおよその通話時間を表示します。 


30" 

着信通話 


通話び終わったら 

受話器を戻す 



画質嗎能選択「 


■呼出音の大まさを変えるとまは （P.1-2 巨） 

■ 通話中や保留中に巧然ファクス受信に切り替わる 
とまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるときは、おまかせ受信 (P.5-26) 
を「なし」にします。（ファクス受信時、親機で 
通話中のときは FAX スタートボタンを、子機で通 
話中のときは機能ボタンを押します。） 


巧^お知 S せ 

参ナンバー•ディスプレイの契約をすると、電話び 
かかってさたとさ、相手のちの電話番号などび 
ディスプレイに表示されます。 （P.9-2 〜 9-S7) 


巧機で電話をまける 



電話を受ける 
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電話を受ける 




モ機で電話を受ける 


呼出音び鳴ったら 

巧電器か6取る 


巧手の方とお話しする 



通話び終わったら 

巧電器に戻す 



参充電器に置いていないときや、クイック 
通話の設定を「解除」にしているときは 
通話ボタンを押します。 (P.7-8) 
•通話ボタンび点なします。 


•ディスプレイにおよその通話時間を表示 
します。 



•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押 
しよ9 〇 

•通話時間の表示は、約日秒後に消えます。 


子機で電話を受けるときの操作です。 


電話びかかってくると、最初に親機の呼出音び鳴っ 
て、少し遅れて子機の呼出音び鳴ります。 



■ 呼出音が鳴っているとをに音を r 切 J にするとをは 

呼出音び鳴っているとさに切ボタンを押すと、音 
び「切」になります。（親機は鳴り続けます。） 
次に電話びかかってさたとさはちとの設定してい 
る呼出音び鳴ります。 

■呼出音の大まさを変えるとまは （P.1-27) 

■ 通話中や保留中に巧然ファクス受信に切り替わる 
とまは （P.3 -目） 


巧^お知 S せ 

•子機や充電器を設置するときは、親機（ファクシ 
本体）や PHS/ 携帯電話の充電器、その他 
の電気製品などと一緒に置かないで<ださい。 

(できるだけ離してください。）子機の呼出音び 
鳴らな < なることびあります。 

•ナンバー•ディスプレイの契約をすると、電話び 
かかってさたとさ、相手のちの電話番号などび 
ディスプレイに表示されます。 （P.9-2 〜 9-S7) 



電話を受ける 
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親機の受話器や子機を持たずに、電話を受けて、相手 
の方とお話しすることびできます。（スピーカーホン 
通話） 



が 


v = 


^受融やチ H を献たまま騒をまける。トトホン) 


スピ-力-ホン 

〇呼 



受 

話 
□ □ 
な 

や 

テ 

機 

を 

置 

い 

た 

ま 

ま 

電 

話 

を 

受 

け 

る 

ピ 

I 

力 

I 

ホ 

ン 


呼出音び鳴ったら 
スピろ-' 苗を 巧す 


受話器を置いたまま電話を受ける 


着信通話 


画質能選択 I 


登録 


マイクに向かって巧手 
の方とお話しする 



•マイクから約己日 cm 〜 2 m の範囲内でお 
話しください。 

•ディスプレイにおよその通話時間を表示 
しよ9 〇 


通話び終わったら 

スピろ-'苗を巧す 


■巧手の方の声び聞こえに<いとまは （ P .1-2 目） 
■呼出音の大まさを変えるとまは （ P .1-2 目） 


度"お知 S せ 

•相手の方の声び聞さ取りに<いとさや、周囲び騒 
びしいときは、受話器を取ってお話しください。 
• コピー中や受信メモ U —をプ U ントしているとさに 
電話びかかってさたとさは、親機のスピーカーホン 
ボタンを押してちスピーカーホン通話でさません。 
子機または受話器を取ってお話しください。 


マイク 
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受話器や子機を置いたまま電話を受ける（スピーカーホン) 





モ機を置いたまま電話を受ける 


電話びかかってさたら 

スピークー ホン 

を巧す 


國 


日：日1 

<通話中> 


く 


マイクに向かってお話 
しずる 


通話び終わったら 

您を巧す 



•ダイヤルボタンび約日秒間点灯します。 
•通話中は通話時間（目安）を表示します。 
•通話ボタンとスピーカーホンボタンび点 
巧します。 


参マイクから約己日 cm 〜 2 m の範囲内でお 
話しください。 


>通話時間（目安）の表示は、約日秒後に 
消えます。 


■巧手の方の声が聞こえにくいとまは （ P .1-27) 
■ 呼出音の大まさを変えるとまは （ P .1-27) 


巧^お知 S せ 

•相手の方の声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒 
びしいときは、子機を取ってお話しください。 

(子機を充電器に置いていないときは、スピー 
カーホンボタンを押すとスピーカーホンび解除さ 
れます。） 

•子機を持って通話しているとき、スピーカーホン 
ボタンを押すとスピーカーホン通話になります。 

(スピーカーホンでの通話に切り替えたあと、子 
機を充電器に置くと、通話び切れます。） 



受話器や子機を置いたまま電話を受ける(スピ I 力—ホン) 
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優先呼出の表示び 
消えます 


せ 

藥と並列に接続しているとさ、並列接続 
受電話機の呼出音は、電話びかかってく 
S す。 

■ 鼓疋ィ参、9時間経過したときは優先呼出び自動的 
に解除されます。 

• 優先呼出を設定できる子機は、1台のみです。 

子機を増設しているときで、すでに他の子機を優 
先呼出に設定しているときは、「設定できませ 
ん」と表示され優先呼出を設定することはでさま 
せん。 

•優先呼出を設定したあとで、子機の充電池を交換 
すると層萄|固の表示は消えますび優先呼出は、 
設定されたままになります。 【優先呼出I を表示させ 
るときは、もう一度設定しなおしてください。 


子機だけに電話がかかって<るよラにする（優巧呼出) 


こ一」と鳴り、ディスプレイに區窗画] 
衰示されて、優先呼出び設定されます。 




切ボタンを押す 


優先呼出を設定すると、電話びかかってきたとき、子 
機だけに呼出音び鳴ります。 




通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 

1©を巧す 


ろ またはで 
r 優巧極出 J を選び、 
を巧す 


) |> 1電話帳 


優先呼出 
設定しました 

@先呼出） 


• rt 

と! 


■ 優 巧 呼 出を 解除 するとをは 

ディスプレイに雇萄!国び表示されているときに、 
手順！〜2の操作をします。 

「ピピッ」と鳴り、ディスプレイの雇萄!画び、消 
えます。 

(例） 


優先呼出 


テ機 I 

解除しました 

♦ 

15:日日 


巧お知5 


ると鳴り之 


►用件再生 

® 先日乎出 

7目’ I 日'曰色 

◄終了選択 ► 



優先呼出を設定する 


テ機だけに電話びかかつてくるようにする(優先呼出) 
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通話中にお待たせずる（保留) 


内線/保留 

〇 



参保留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞 
こえな < なります。 

参通話ボタンび点滅します。 


争保留メ□ディーび止まり、お話しでさる 
ようになります。 

♦通話ボタンび点なします。 


通話中、相手の方をお待たせするときに、メ□デイー 
を流します。 

(曲名：「カノン」） 




1麵中に 

内線/クリア 

/ S ) を巧ず 


2 再び通話するとさは 

^ 内線/クリア 

または ( g ) を巧す 


0312345678 
日：3日 
く保留> 


通話中に 

n がを巧して、受話器 
を戻ず 


再び通話するとさは 

受話器を取る 


30" 

保留中 


画質 


•保留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞 
こえな < なります。 



•保留メ□ディーび止まり、お話しできる 
ようになります。 

•受話器を戻さなかったとさは、ちう一度、 
保留ボタンを押すと、再び通話でさます。 
参保留中にスピーカーホンボタンを押しても、 
スピーカーホン通話に戻ることはできません。 


■ 保留中に他の電話機で電話に出るとまは 
(ひと D 面送 P .3-34) 


子機で通話中にお待たせする 


親機で通話中にお待たせする 




通話中にお待たせする(保留) 
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親機の電話帳に登録する 


よく利用する電話番号を、電話帳に登録しておくこと 
ができます。親機には最大100人分の番号を登録で 
さます。 

また、1人につき2つの番号を登録できるので、自宅 
と携帯電話の番号を両方登録したいとさに便利です。 



巧機の電話帳に登録する 


受話器を置いたまま操作します。 


を巧す 


可 または^で 
r 電子電話帳 J を選び 
0?) を巧ず 

r 登録 J を選び、 

0?) を巧す 


ち前を入れる 
(最大をち10文字/半 
巧20文字） 

( P .1-38 〜 1-41) 


5 ( g ) を巧す 


「読み」び正しければ 

C ^?)を巧す 



2音量調整 
3親機呼出音 


取消 


登録 

2音量調整 
3親機呼出音 

画質 I I I 取消! 


電子電話帳 
名前？ 


膜] 


電子電話帳 

名前？ 膜] 

池田悟 ■ 


電子電話帳 
読み？ 半[カナ] 

イケタ'' サトシ I 


I 文字切替「 


取消 


電子電話帳 

電話番号？(第 1 番号） 
N 日.二 

相手 N 日,セリトください 


取消 


途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき 

取消ボタンを押す 


•名前の入力を省略するときは、^ごを 
押して手順7に進みます。 

名前を入力しないで電話番号を登録する 
と、名前のところに電話番号（第1番号） 
び表示されます。 （2 日ケタまで） 

また、メールアドレスのみ登録すると名 
前のところにメールアドレスび表示され 
ます。 

• 「読别に変更びあれば修正します。 

( P .1-38-1-41) 

「読み」は半角文字で最大20文字まで 
入力でさます。 

•名前にし」やし」びあるときは自動 
的に「読み」は半角のスペースに変わつ 
ています。 


次ページへ- 



親機の電話帳に登録する 
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巧機の電話帳に登録ずる 


一つづさ 

7電話番号煤1番号) 

を入れる 
撮大32ケタ） 


8 qg) を巧す 


電話番号煤2番号） 
を入れる 
撮大32ケタ） 


電子電話帳 

電話番号？(第1番号） 

N 0,=0312345678 
最後に [ L / 決定]で決定 


取消 


電子電話帳 

電話番号？(第?番号） 
N 日.二 

相手 N 日,セリトください 


取消 


電子電話帳 

電話番号？(第?番号） 

N 日.二09 012 3 4 5目78 
最後に [ L / 決定]で決定 

' I I I 取消 


•番号を入れまちびえたとさは、取消ボタ 
ンを押すと、1つ前の番号び消えるの 
で、ちう一度入れ直します。 

•ナンバー-ディスプレイをご利用の方 
で、電話帳に登録した相手のちを名前で 
表示させるとき ( P .9-2) や着信鳴り分 
けをさせるときが.9-1己〜9-]8)は、 
同じ市内でち必ず市外局番から登録して 
<ださい。 

•市外局番の前に「184」「186」など 
の番号を登録すると、ナンバー•ディス 
プレイご利用時の名前表示 （ P .9-2) や 
着信鳴り分け （ P .9-15〜9-18) び働か 
なくなります。 

•第2番号の入力は省略でさます。 

省略するとさは、この手順をとばして手 
順1日に進んでください。 


10 (©を巧す 


11メールの巧巧を入れる 
(最大半ち50文字） 


l 2( J 賣を巧す 


電子電話帳 

メ-ル宛先？ 半[英] 


を字切替「 


取消 


電子電話帳 

メ-ル宛先？ 

031 23456]8@ xx , yy , zz , 
ne. j’p 


半劇 


I 文字切替「 


電子電話帳 

池田悟 
登録しました 


取消 


メールの宛先の入力は省略でさます。 
省略するとさは手順12に進んでください。 
L メールをご利用時に使用します。 
( P .8-16) トン W 

L •文字の入カモードび半[英]のとさけつ 
を押すとよく利用する定型文び表示され 
ます。 

卜-ン W 

一片"）を押すたびに切り替わります一 
「 .co.jp 」「 .ne.jp 」「 .ac.jp 」「 .com 」 
r@pipopa.ne.jp 」 r@dem.odn.ne.jp 」 

「 WWW 」 


を字切替「 


取消 


•続けて登録するときは手順4 . 
り返し行ってください。 


'12 をく 


■ A 停止 

13 (§) を巧ず 



親機の電話帳に登録する 
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親機の電話帳に登歸ずる 


■ 登録した巧客を巧認するとをは 

電話番号 U ストをプ U ントします。 

① 機能選択ボタンを押す 

② '、'▲、，，または I ' y 、, で「電話番号 U スト」を選ぶ 

③ （ jg ) を押す 


■ 電話帳の内容を消ずとまは 

①電話帳ボタンを押す 

③ Ci ) またはで消去したい相手の方を選ん 
だあと、を押す 


IL 回線断 I 

③ もう一度、 〇 を押す 

rLiM 

④ 停止ボタンを押す 


■ 電話帳の内容をすべて消去するには （ P .11-^ 


■ 規機の電話帳の内容をモ機にち営録ずるとをは 
( P .3-2 己） 

■ ポーズについて 

1回目に日！（再ダイヤル）ボタンを押すと、約4 
秒間の待ち時間びでさます。続けて入力すると、 

2回目じ(降から約2秒間の待ち時間びでさます。 
ポーズを入力するのは、構内交換機から日発信す 
るときや、海外の電話番号を登録するときだけに 
して < ださい。 

それ iU 外のときにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。 


巧^お知 S せ 

•親機の電話帳には、あらかじめ次の2件の電話番 
号び登録されています。あらたに登録できるのは 
98人分です。 ] 日0人分登録したいときは、この 
内容を消してください。 
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• まちがい電話を防ぐため、電話帳に番号を登録す 
るとさは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。また、登録後は電話番号 U スト 
をプ U ントして、確かめてください。 



親機の電話帳に登録する 









登録した電話帳の番号や名前を修正ずることができまず。 



巧機の電話帳に登録ずる 





を巧す 


可 または 為で 
修正ずる巧手の方を選ぶ 


'登録 


〇 


を巧す 


名前を入れ直ず 

(P.1-38-1-41) 


けを巧す 


r 読み J を入れ直す 

(P.1-38-1-41) 


電子電話帳 
池田悟 


日31234日 m 


09012345618 


電子電話帳 

名前？ 

池田悟 ■ 


電子電話帳 
名前？ 

池田さとし I 


I 途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき 

取消ボタンを押す 


魔] 


膜] 


•名前を修正しないときは手順日に進んで 
<ださい。 


► 「読别を修正しないときは手順7に進 
んで < ださい。 


次ぺージへ- 


巧機に登録した名前やま号を修正する 



® © © ® 1 〇 
© © © 0- 〇 
〇 © 〇 〇 
8 0 0 0 0 




親機の電話帳に登録する 
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親機の電話帳に登歸ずる 


〇づさ 

嗯 を巧ず 


電話番号煉1番号） 
を入れ直す 


^を巧ず 


1日電話番号（第2番号） 
を入れ直す 


11 ( g ) を巧ず 


電子電話帳 

電話番号？(第1番号） 

N 0,=0312345678 
最後に [ L / 決定]で決定 


電子電話帳 

電話番号？(第1番号） 

N 0,=038]654321 
最後に [ L / 決定]で決定 


電子電話帳 

電話番号？(第?番号） 

N 0,=09012345618 
最後に [ L / 決定]で決定 


取消 


電子電話帳 

電話番号？(第?番号） 

N 0,=0908]654321 
最後に [ L / 決定]で決定 


•取消ボタンを押すたびに、表示されてい 
る最後の数字から順に消えます。そのあ 
と、ダイヤルボタンで入れ直します。 
•第1番号を修正しないとさは手順9に進 
んで < ださい。 


•第2番号を修正しないときは手順1 ] に 
進んでください。 


12 メールの巧巧を入れ直ず 


13 硬 を巧す 


電子電話帳 

メ-ル宛先？ 半[英] 

03り3 4 5 678 @n. yy. ZZ. 
ne, ip 

I 文字切替 I I I 取消 



M - J レの宛先を修正しないとさは手順 
] 3に進んでください。 


•待機画面に戻ります。 



親機の電話帳に登録する 
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親機の電話帳で電話をかける 


電話帳に登録すると、簡単に相手の方を選ぶことびで 
さます。 

電話帳は、 r 読み」の頭文字をもとに数字 （0 〜 9) 一 
英字 （ A 〜 Z ) 一己0音順に並べ！5れていまず。 





受話器を置いたまま操作します。 

1^を巧してか6、 

与 または^で 
♦目手の方を選ぶ 


電話番号を選んだあと、 
受話器を取る 


巧手の方とお話しする 


通話び終わったら 

受話器を戻す 


電子電話帳 

池田悟 
0 312 3 '45671 
09012345678 


画質 


2 ) 


登録 


池田悟 

09012345618 


'画質'機能選択' 

'登録 




途中でやめるとき 


相手の方を選んでいるとさは停止ボ 
タンを押す 

通話中は受話器を戻す 

スピーカーホン通話のときはスピー 

カーホンボタンを押す 


•ディスプレイで相手の方を確かめます。 

•最初は第1番号を選んでいます。 

を押すと第2番号を選ぶことびでき 
妾'す。 

参受話器を置いたまま電話をかけるとさは 
スピーカーホンボタンを押します。 
•選んだ相手のちへ自動的に電話をかけます。 


参スピーカーホンボタンを押して電話をか 
けたとさは、スピーカーホンボタンを押 
します。 


■ 受話器を取ったあと、電話帳で電話をかけるとまは 

① 受話器を取る（受話器を置いたまま電話をか 
けるとさは、スピーカーホンボタンを押す） 

② 電話帳ボタンを押したあと、または 

で相手の方を選ぶ 、- 一 

(3)；y； で電話番号（第]番号または第2番号）を選ぶ 
④(I勢を押す 
⑥相手の方とお話しする 
⑥通話び終わったら受話器を戻す（スピーカー 
ホンボタンを押してダイヤルしたとさはス 
ピーカーホンボタンを押す） 


■ 184饼通知）や18巨（通知）などをごけて電 
話をかけるとまは 

左記の①のあとに、「184」や「186」などをダ 
イヤルして、②〜⑥の操作を行います。 

( 「184」や「186」などを親機び発信中のとき 
は、②〜⑥の操作を行うことびでさません。少し 
待ってから②〜⑥の操作を行ってください。） 
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親機の電話帳で電話をかける 


j 親機の電話帳で電話をかける 


j む必砂尚 
© © © 
-0 © 〇 © 





















































巧機の電話帳で電話をかける 


名前の頭文字を選んで、相手の方を電話帳か5選ぶこ 
とびでさます。 


な 







\電話帳 




受話器を置いたまま操作します。 

1を2回巧す 


電子電話帳検索 
あかさたなはまやらね 
英数記 


胃。またはで 
巧手の方の名前の頭文 
字を選んで （ g ) を巧す 

電話番号を選んだあと、 
受話器を取る 


巧手の方とお話しする 


電子電話帳 

池田悟 

83け14日 171 
09012345678 


画質 


取消 


登録 


池田悟 

09012345678 


1文字切替1機能選択' 

'登録 


途中でやめるとき 


相手のちを選んでいるとさは停止ボ 
タンを押す 

通話中は受話器を戻す 

スピーカーホン通話のとさはスピー 

カーホンボタンを押す 



•選んだ文字から近い名前の相手のちを表 
7 J \ します。 

•探す相手のちび選ばれていないときは、 
または i '、 f } で選びます。 

•最初は第1番号を選んでいます。 

を押すと第2番号を選ぶことびでさ 

お。 

•受話器を置いたまま電話をかけるとさは 
スピーカーホンボタンを押します。 
♦選んだ相手のちに自動的に電話をかけます。 


•スピーカーホンボタンを押して電話をか 
けたとさは、スピーカーホンボタンを押 
します。 


規機の電話帳か6名前の頭文字を探して電話をかける 



親機の電話帳で電話をかける 


りののの0 

© © © © 〇 

〇 © 〇 © 〇 

8 0 0 0 0 
° _ 
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モ機の電話帳に登録ずる 


子機1台につき最大10日人分の番号を登録できまず。 
また、1人につき2つの番号を登録できまず。 





通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


) 0 J 電話帳 


を巧す 


t; 


引 またはで 
r 電話帳登録 J を選ん 
だあと、 




電話帳を}甲す 


ち前を入れる 
(最大全ち6文字/半 
ち12文字） 

(P.1-38 、 1-42 〜 1-44) 

を J 甲ず 


「読み」び正しければ 

(機能 J を J 田す 


►電話帳検索 
電話帳登録 

イ終了選択 ► 


名前ク[漢] 

I 

[機能]決定 


名前 魔] 
池田悟 ■ 

[機能]決定 


読み半[カガ 
イケダヴトシ 

[機能]決定 


池田悟 
第1番号つ 

[機能]決定 


途中でやめるとき 

切ボタンを押す 


•名前の入力を省略するとさは、機能ボタ 
ンを押して手順目に進みます。 

名前を入力しないで登録すると、名前の 
ところに電話番号（第1番号）び表示さ 
れます。 （12 ケタまで） 


\ 「読み」に変更びあれば修正します。 
(P.1-38、]- が〜]- 44) 

「読み」の入力は半角文字で最大12文 
字まで入力でさます。 

次ぺージへ- ► 


子機の電話帳に登録する 



テ機の電話帳に登録する 
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子機の電話帳に登歸ずる 


>つづさ 

電話番号（第1番号） 
を入れる 
(最大16ケタ） 


池田悟 

131!31 

[機能]決定 


污 を巧ず 


池田悟 
第2番号つ 

[機能]決定 


電話番号煤2番号） 
を入れる 
撮大16ケタ） 


を巧ず 


池田悟 
[機能]決定 


池田悟 
登録しました 
残り： 9日 


•第1番号の入力は省略でさません。 

参番号を入れまちびえたとさはク U アボタ 
ンを押して番号を消したあと、ちう一度、 
入れ直します。 

•ク U アボタンを2秒じ(上押すと、すべて 
の番号び消えます。 

•ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、 
電話帳に登録した相手のちを名前で表示 
させるとき ( P .9-2) や着信鳴り分けさせ 
るとき （ P .9-1 己、 9-18) は、電話帳に 
番号を登録するとさに、同じ市内の番号 
でも必ず市外局番から登録してください。 

•市外局番の前に「184」「186」などの番 
号を登録すると、ナンバー•ディスプレイご 
利用時の名前表示 ( P .9-2) や着信鳴り分け 
( P .9-15、9-18) び働かなくなります。 


>第2番号を省略するときは手順9へ進み 
ます。 


• 「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を 
表示して登録を完了します。 

•続けて登録するときは手順1〜9をくり 
返し行ってください。 


■ 子機の電話帳の内容を消すとまは 

① ;またはで相手の方を選んだあと、機 
能ボタンを押す 

② ； ' A '; または: Y ;, で「消去」を選んだあと、機 
能ボタンを2回押す 

「ピー」と鳴り消去び完了します。 

■ ポーズについて 

1回目に回（再ダイヤル）ボタンを押すと、約4 
秒間の待ち時間びでさます。続けて入力すると、 

2回目じ(降から約2秒間の待ち時間びでさます。 
ポーズを入力するのは、構内交換機から日発信す 
るときや、海外の電話番号を登録するときだけに 
して < ださい。 

それじ(外のとさにポーズを入力すると、正しく電 
3 話びかからないことびあります。 


■ 子機の電話帳の内容を親機にち登録ずるとをは 
( P .3-27) 

巧^お知 S せ 

•子機の電話帳には、あらかじめ次の2件の電話 
番号び登録されています。あらたに登録できる 
のは98人分です。 ] 日0人分登録したいとき 
は、この内容を消してください。 


»時報 117 

»天気予報 ] 77 

_ [7 

• まちがい電話を防ぐため、電話帳に番号を登録す 
るとさは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。 



テ機の電話帳に登録する 











子機の電話帳に登録ずる 


登録した電話帳の番号や名前を修正ずることができまず。 




^または^で 
巧手の方を選んだあと、 
^巧 J 甲ず 

% または^で 
r 電話帳変更 J を選び、 


電話帳 


を巧す 


名前を入れ直す 

( P .1-38、1- が' 
1-44) 


( g ) を巧ず 


r 読み J を入れ直す 


( g ) を巧す 


►特番ダ仆ル 
電話帳変更 

イ戻る選択 ► 


名前 壊] 
池田悟 

[機能]決定 


名前 壊] 
池田さとし n 

[機能]決定 


読み半[カナ] 
イケタ'' サトシサトシ 

[機能]決定 


読み半[カナ] 
イケダヴトシ 

[機能]決定 


池田さとし 

131り45618 

[機能]決定 


途中でやめるとき 

切ボタンを押す 


お前を修正しないときは手順4に進みます。 


•読みを修正しないときは手順6に進みます。 


次ぺージへ- ► 


子機に登録したち前やま号を修正する 



テ機の電話帳に登録する 
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子機の電話帳に登歸ずる 


池田さとし 




[機能]決定 


池田さとし 
[機能]決定 


>第2番号を修正しないときは手順1日に 
進みます。 


池田さとし 
登録しました 
残り： 4日 


巧^お知 S せ 

•電話帳を登録するときに、名前を入力しなかった 
ときは、電話番号（第1番号）び名前として登録 
されています。 


^っづさ 


参ク U アボタンを押すたびに、表示されて 
いる最後の数字から順に消えます。その 
あと、ダイヤルボタンで入れ直します。 
参ク U アボタンを2秒じ(上押し続けると、 
表示されている数字をすべて消すことび 
でさます。 

•第1番号を修正しないとさは手順8に進 
みます。 


7電話番号捕1番号) 

を入れ直ず 


8 を巧ず 


9電話番号捕2番号) 

を入れ直す 


1日0を巧す 



テ機の電話帳に登録する 



さ I - -封 

AMMUnu 

田 w 機 
池 [ 











モ機の電話帳で電話をかける 


電話帳に登録すると、簡単に相手の方を選ぶことびで 
さます。 

電話帳は、「読み」の頭文字をもとに数字 (0-9) 
^英字 （ A 一 Z ) 一己日音順に並べ5れています。 




) じ)電話帳 



通話ボタンを消巧させた状態で操作します。 


を; 


^または みで 
巧手の方を選ぶ 


電話番号を選んだあと、 
感を巧ず 


ホ目手の方とお話しする 


通話び終わったら 

巧電器に戻す 


池田さとし 
►0312345678 
09012345678 
◄終了 第 


途中でやめるとき 

切ボタンを押す 



参1'、ス/'|を押すと最初のちを表示します。 

♦ を押すと最後のちを表示します。 

•最初は第1番号を選んでいます。 

を押すと第2番号を選ぶことびでき 
美—す。 

•テ機を置いたまま電話をかけるときは 
スピーカーホンボタンを押します。 

♦通話ボタンび点打し、ダイヤルを始めます。 


•充電器に戻さないときは切ボタンを押し 
ます。 


■ 184 饼通知）や 186 (通知）などをつけて 電 
話をかけるとまは（巧番ダイヤル） 

① または‘ス;'で相手の方を選ぶ 

② で電話番号（第1番号または第2番号） 

を選んだあと、機能ボタンを押す 

③ ：'んまたはで「特番ダイヤル」を選んだ 
あと、を押す 


④「184」や「]86」などをダイヤルする 
⑥通話ボタンを押す（子機を置いたまま電話をかけ 
るとさはスピーカーホンボタンを押します。） 

⑥通話び終わったら充電器に戻す（充電器に戻 
さないとさは切ボタンを押します。） 



子機の電話帳で電話をかける 



テ機の電話帳で電話をかける 
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子機の電話帳で電話をかける 


名前の頭文字を入力して、相手の方を選ぶこともでき 
ます。 



) り)電話帳 



通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 



2 巧手の方の名前の頭文 
字をダイヤルボタンで 
入力する 

(例）「しりで探す： 

C 巧を2回巧ず 


咬； 


ゴ または、 A で 
巧手の方を選ぶ 


電話番号を選んだあと、 
感を巧す 


巧手の方とお話しする 


通話び終わったら 

巧電器に戻す 



池田悟 
►日312 34日目78 
09012345678 
4終了 第 


途中でやめるとき 

切ボタンを押す 


•入力した文字から始まる相手のちを表示 
しよ9 〇 

•該当する頭文字ではじまる名前び登録さ 
れていないときは、最ち近い次の名前を 
表 7J\ します。 



•最初は第1番号を選んでいます。 

(►:を押すと第2番号を選ぶことびでき 
ま—す。 

•相手の方の番号び表示され、ダイヤルを 
始めます。 


•充電器に戻さないとさは切ボタンを押し 

On 9 〇 


子機の電話帳か6名前の頭文をを探して電話をかける 



テ機の電話帳で電話をかける 
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画質 ' ' '取消 


転送中 
残り：目件 



•転送び始まります。 

•子機2〜子機4 (UX-W7 日 KW は、子機 
3〜子機 4) は子機を増設していると選 
ぶことびでさます。 



途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


2音量調整 
3親機呼出音 


1つ前に戻るとき I 

取消ボタンを押す 


画質 


取消 


電子電話帳 Z 

2転送 

画質 I ' I 取消 


電話帳の内容をお送ずる 


親機で登録した電話帳を、子機に転送することびでき 
ます。 

転送ずると親機の電話帳の内容び子機に追力にれまず。 


が 







受話器を置いたまま操作します。 



またはで 
r 電子電話帳 J を選び、 
0^を巧す 

^または^で 
r 輯送 J を選び、 

リ貫を巧ず 

r を件輯送 J を選び、 

リ誤を巧ず 


^または^で 
輯送巧の子機を選び、 
^を巧す 



登。録風 

〇 ^ "211/呼リ 


電 


巧機の電話帳の内容をすべてお送する 


つ•一 


を送送 
転転転 

■ E- -E- -E- 

送じ八 

転機機機 
件子テテ 
全12 3 



電話帳の内容を転送する 


© © © © 〇 

© © © © 〇 

〇 © 〇 © 〇 

8 0 0 0 0 
0 _ 
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電話帳の内容を拓送ずる 


■ 視機の電話帳の内容を1件ずつ面送するとをは 

① 手順4で「1件毎転送」を選びを押す 

② ‘、'、▲;,’または I '、ス, '' で転送したい相手の方を選ん 
だあと、を押す 

③ またはス/' I で転送先の子機を選び ( g ) 

を押す 

第]番号か第2番号のどちらかび17ケタ ii (上 
の番号で登録している相手の方は転送でさま 
せん。（メールアドレスのみの方も転送でさ 
ません。） 

■をち7文字（半ち13文字）な上の名前で営録して 
いる巧手の方をモ機に面送するとをは 

全角目文字（半角] 2文字）分までび転送されます。 

■ r 面送でをないデータびあります操作を続けま 
すわりと表示したとまは 

この表示は、 ] 7ケタじ(上の電話番号び登録してあ 
るときやメール宛先のみび登録されているときに 
表示されます。01^を押すとその相手のちしソ外 
を転送します。 


度"お知 S せ 

•工場出荷時にあらかじめ登録されている電話番号（天 
気予報、時報）を転送することはでをません。 

• 登録できる件数は] 日 0件です。] 日日 件を越えた 
電話帳の内容は転送でさません。 

•子機と同じ名前、同じ電話番号で登録している相 
手のちは転送されません。 

• 転送してち子機に登録されていた電話帳の内容は 
消えません。 

• メールの宛先は転送されません。 




電話帳の内容を転送する 



電話帳の内容を拓送ずる 




子機で登録した電話帳を、親機に輯送することびでき 
ます。 

転送ずると子機の電話帳の内容び親機に追力にれまず。 




通話ボタンを消巧させた状態で操作します。 


( g ) を巧す 


を; 


'幻 またはで 
r 電話帳お送 J を選ん 
だあと、 


電話帳を}甲す 




3 ^を巧す 


►用件再生 
優先呼出 

7目’ I 日'曰色 

イ終了選択 ► 


転送するつ 
[機能]決定 


電話帳転送 
完了しました 


途中でやめるとき 

切ボタンを押す 


>通話ボタンび点滅します。 

\ 「ピー」と鳴ったあと、左の表示び約 
3日秒間表示されます。 

(切ボタンを押すと消えます。） 


■ モ機の電話帳の内容を1件ずつ面送するとをは 

通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 

① ； ' A ) またはで転送したい相手の方を選ん 
だあと、機能ボタンを押す 

② '、'んまたは Of '、, で「電話帳転送」を選んだあ 
と、を押す 

③ 機能ボタンを押す 


巧^お知 S せ 

•転送するときはできるだけ、まわりに他の子機や 
電気製品などびない場所で行って<ださい。電波 
障害などで転送できないことびあります。 

•転送中は、子機に衝撃を与えないようにしてくだ 
さい。転送できないことびあります。 

• 登録できる件数は] 日日 件までです。] 日0 件を越 
えた電話帳の内容は転送でさません。 

• 工場出荷時にあらかじめ登録されている電話番号 
を転送することはできません。 

•親機と同じ名前、同じ電話番号で登録している相 
手の方は転送されません。 

• 転送しても親機に登録されていた電話帳の内容は 
消えません。 


子機の電話帳の内容をすべて拓送する 


電話帳の内容を転送する 



3-27 








































^ 電話をかけ直ず（再ダイヤル) 


相手の方びお話し中などで、もう一度電話をかけ直す 
ときは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話をかけ 
直すことびできます。 

親機では、最後にかけた電話番号び1件記憶されてい # 
ます。 



1受話器を取る 



「ツー」という音び聞こえ 
たら 

がィャル。瓜 1 f ホ}甲す 


通話び終わったら 

受話器を戻す 


0312345618 


'画質'機能選択' 

'登録 



途中でやめるとき 


受話器を戻す 

参スピーカーホンボタンを押して電話 
をかけ直したとさはスピーカーホン 
ボタンを押します。 


•受話器を置いたまま電話をかけ直すとさ 
はスピーカーホンボタンを押します。 

•親機で再ダイヤルできる番号は32ケタ 
までです。 

•まちがい電話を防ぐために、「ツー」と 
いう音を確かめたあと、再ダイヤルボタ 
ンを押して < ださい。 

•最後にかけた相手の方に電話をかけます。 

•スピーカーホンボタンを押して電話をか 
け直したとさは、スピーカーホンボタン 
を押します。 


■ 親機の再ダイヤルの記憶を消去するとをは 

受話器を置いたまま操作します。 

①再ダイヤルボタンを押す 

キャッチ/ミ肖ま 

③ I Q I 巧甲ず 

^ IL 醜き断 I 。ザ y 

③「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶び消去され 
ます。 


巧^お知 S せ 

参呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
すと、次に再ダイヤルしたとさ、ちびうところに 
電話びかかることびあります。このとさは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直してください。 

• 再ダイヤルの番号は、親機と子機で別々に記憶し 
ています。親機でかけた番号を子機で再ダイヤル 
することや、子機でかけた番号を親機や他の子機 
で再ダイヤルすることはでさません。 


巧機で電話をかけ直す 


ののの® 0 

© © © © 〇 

〇 © 〇 © 〇 

8 0 0 0 0 
° _ 



電話をかけ直す(再ダイヤル) 
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電話をかけ直ず（巧ダイヤル） 


子機では、最大10件記憶されています。 



モ機で電話をかけ直す 


再ダ仆ル 


@を巧す 


^またはで 
選んだあと、 

^を巧す 

巧手の方とお話しする 


〈再ダイヤル日1〉 

0312345678 
1日：日1 


含 


•子機で再ダイヤルでさる番号は最大 32 
ケタまでです。 

参子機を置いたままで電話をかけ直すとき 
はスピーカーホンボタンを押します。 


通話び終わったら 

巧電器に戻す 



•充電器に戻さないときは切ボタンを押し 
ます。 


■ モ機の再ダイヤルの記憶を1件ずつ消まするとをは 

通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

① a (再ダイヤル）ボタンを押す 

② |、' A 、; または,'、 y 、 i で消去したい再ダイヤルの記 
憶を選んだあと、 } を押す 

③ ;'んまたは,';▼、、，で「消去」を選んだあと、 

を押す 

④ 機能ボタンを押す （ 「ピー」と鳴り、選んだ 
再ダイヤルの記憶を消去します。） 


■ モ機の再ダイヤルの記憶をすべて消去するとをは 

通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

① 機能ボタンを押す 

② または i ' y ; i で「再ダイヤル消去」を選ん 
だあと、を押す 

③ 機能ボタンを押す （ 「ピー」と鳴り、すべて 
の再ダイヤルの記憶を消去します。） 

巧^お知 S せ 

• 呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
すと、次に再ダイヤルしたとさ、ちびうところに 
電話びかかることびあります。このとさは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直してください。 , 



電話をかけ直す(再ダイヤル) 































親機か 5 子機を呼び出して、お話しします。 



■ 親機と子機の巧で通話中にかか6電話がかかつてまた6 

親機と子機それぞれに呼出音び聞こえます。 

親機で話すには 

① 受話器を戻す（内線通話び切れます。） 

② 受話器を取る（がの相手のちと通話でさます。） 

テ機で話すには 

① 切ボタンを押す（内線通話び切れます。） 

② 通話ボタンを2回押す（外の相手のちと通話 
でさます。） 



ダイヤルボタン 


内線/保留 

〇 


巧^お知 S せ 

参親機のスピーカーホンでの内線通話はでさません。 
• 内線通話では、保留はできません。 

•内線通話中に、子機び親機に近づさすざると、 
「ピー」という音び出ることびあります。 


巧機か6モ機を巧び出してお話しする 


I 親機 


受話器を取ってを 

巧し、子機の内線番号 
を巧す 

(例）子機1のとき 


S 


子機 


呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


親機^ 

お話しする 


子機 


お話し終わったら 
親機 

受話器を戻す 

嫁子機 

巧電器に戻す 


テ機呼出 



>子機の内線番号は子機のディスプレイに 
表示している番号です。 


•充電器に置いていないとさや、クイック 
通話の設定を「解除」にしているとさは 
通話ボタンを押します。 

参通話ボタンび点灯します。 




•充電器に戻さないとさは切ボタンを押し 

On 9 〇 


^親機とモ機の間でお話しずる（内線通話) 



親機とテ機の間でお話しする(内線通話) 
















































巧機とモ機の巧でお話しする（内線ほ話） 




子機か5親機を呼び出してお話しします。 



S 


子機 


子機を充電器から取って 

内線/クリア 

@を巧し、親機の巧 
線番号尽^を巧す 




親機 


呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 


fe 親機 

お話しする 


子機 


お話し終わったら 
親機 

受話器を戻す 

嫁 子機 

巧電器に戻す 


>通話ボタンび点滅します。 





•充電器に戻さないとさは切ボタンを押し 

ON 9 〇 


電 



子機か6視機を呼び出してお話しする 



親機とテ機の間でお話しする(内線通話) 
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電話をとりつぐ（とりつぎ拓送) 

親機で受けた電話を子機へとりつぐときの操作です。 






スピーカーホンで通話しているとをは、受話器を取つてくださし、。 

スピーカーホン通話中はとりつぎ転送でさません。 


I 親機 

内線/保留 一 


1 fe ); 

通話中にで。 を巧し、 

子機の内線番号を 
巧す 


を S 


子機 


呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 




親機 


電話をとりつぐことを伝えて 

受話器を戻す 


内線/保留 

〇 


► @ 

(例）子機1のとき 




•相手の方には、保留メ□ディーび流れます。 
•子機の内線番号は子機のディスプレイに 
表示している番号です。 

•子機を増設しているときは、続けて他の 
子機の内線番号を押して呼び出すことび 
できます。（内線シフトコール） 

•通話ボタンび点なします。 

•充電器に置いていないときや、クイック 
通話を「解除」にしているときは通話ボ 
タンを押します。 


•受話器を置くと、子機にとりつざます。 


■ 呼び出してちモ機が出ないとまは 

(操作方法1 ) 

① 保留ボタンを押す（呼び出しをやめて、保留 
になります。） 

② もう一度保留ボタンを押すけ目手の方との通 
話に戻ります。） 

(操作方法 2) 

① 受話器を戻す 

② 再度、受話器を取る（相手の方との通話に戻り 
ます。） 


規機か6モ機にとりつぐ 




電話をとりつぐ(とりつぎ転送) 
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電話をとりつぐ（と0つぎ拓を) 




外の相手の方か5かかつてきた電話を子機か5親機に 
とりつぐとさの操作です。 



S 


子機 


通話中に@ を J 甲し、 

親機の内線番号@を 
巧ず 


お ミ〇 ) 


親機 


呼出音び鳴ったら、 

受話器を取る 


S 


子機 


電話をとりつぐことを伝えて 

巧電器に戻す 


参通話ボタンび点滅します。 



■ 呼び出しても親機が出ないとまは 

① 保留ボタンを押す（呼び出しをやめて、保留 
になります。） 

② もう一度保留ボタンを押す（相手の方との通 
話に戻ります。） 


子機か6規機へとりつぐ 



電話をとりつぐ(とりつぎ転送) 




.資 QQQ ®- 

0 ) の©のの Q }。 
をの0の^ Q , 
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電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり輯送) 


かかつてきた電話を自分ひとりで親機か！5子機、子機 
か5親機にとりつぐことびできます。 

また、 UX-W 70 KW をご利用時または、 UX-W70CL 
で子機を増設された時は、子機か5他の子機へとりつ 
ぐことらでさます。 


1親機 

顧种に ng 胃を巧し、 

受話器を戻す 

2^ モ機 

巧電おか5取る 



•スピーカーホンで通話しているときで 
も、ひとり転送できます。 


•充電器に置いていないときや、クイック 
通話を「解除」しているときは通話ボタ 
ンを押します。 

•通話ボタンび点巧して相手の方とお話し 
でさます。 


内線/クリア 


モ機…-… 

子機で通話中に を i 甲 

し、巧電器に戻す 




親機 


呼出音び鳴ったら 

受話おを取る 


•充電器に戻さないとさは切ボタンを押し 

On 9 〇 



•相手の方とお話しでさます。 



内線/クリア 


嫁モ機…. 

子機で通話中に@を}甲 

し、巧電器に戻す 


) 他の子機 


ZS ' 

巧電器か6取って 
^を巧す 


モ機からモ機へ 



•充電器に戻さないとさは切ボタンを押し 

On 9 〇 


•通話ボタンび点灯して相手の方とお話し 
でさます。 


子機から巧機へ 


規機からモ機へ 



電話を自分ひとりでとりつぐ(ひとり転送) 


3-34 


















モ機とモ H の脈締しずる(モ綱觸） （ UX ， W 7 日 KW のみ) 


UX-W70KW をお使いのときは、子機か！5子機を呼 
び出してお話しすることびできます。 

UX-W70KW をご利用時に子機を増設したときは、 
増設子機を使ってお話しすることもできます。 


■ モ機巧通話中にかか6電話がかかってをた6 

子機と子機との間で通話中に呼出音び聞こえま 
す。（親機では呼出音は鳴りません。） 


モ機で話すには 

① 切ボタンを押す（内線通話び切れます。） 

② 通話ボタンを押す（外の相手の方と通話でさま 
す。） 


巧^お知 S せ 

•八ンドコピーに記録されているデータやメモ U — 
受信したデータを親機のデイスプレイに画像表示 
しているとさは、内線通話はでさません。 



S 


子機 


子機を充電器から取って 

内線/クリア 

@を巧し、子機の巧 

線番号を巧ず 

(例）子機1のとき〇詞 


S 


他の子機 


呼出音び鳴ったら、 

巧電おか6取る 


3 

お話しする 


4 (#モ機也のモ機 

巧電器に戻す 


•子機の内線番号は子機のディスプレイに 
表示している番号です。 

•通話ボタンび点滅します。 



参通話ボタンび点灯します。 

参充電器に置いていないとさや、クイック 
通話の設定を「解除」にしているときは 
通話ボタンを押します。 



•充電器に戻さないときは切ボタンを押し 
ます。 


子機か6モ機を呼び出してお話しする (UX-W70KW ご利用時) 


UX-W70CL をご利用時に子機を増設しても、子 
機間通話はできません。子機間ひと芦通知がでさ 
ます。 （P.7-1 目） 



テ機とテ機の間でお話しする(テ機間通話) ( UXIW 7 日 KW のみ) 
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コピーやフアクスをする前に 


原稿は、一度に5枚までセットできます。 



■ - by 卜でをる原稿のサイズ 

幅 ] 48 mm 〜2己 7 mm 


長さ ] 48 mm 〜己日日 mm 


I I . ,1 厚さ日.06 mm 〜〇 .2 mm 

• コピーするときは記録紙び A 4 サイズなので 
A 4 サイズの原稿 （2] 日 mmx 297 mm ) ま 
でしかプ U ントでさません。 

■ 原稿を読み取れる節囲 

原稿を読み取るとさは、実際に読み取れる範囲び 
決まっています。原稿の端の部分は読み取れませ 
んので、ご注意ください。 

参最大読み取り幅251 mm 
•最大読み取り長送信原稿長 

(1 48〜己日日 mm ) から上下とも2〜 6 mm を引 
し"'た反さ 



■ —度に2が KLb セツトでまない原稿 

• 長さ 364 mm を超える原稿 
•キヤ U アシートにはさんだ原稿 
•厚さ日. 12 mm (9 日 kg 用紙……四六判 (788 
XI 09 1 mm ) の用紙1000枚の重量）を超 
える原稿 

• 厚さや大ささの異なる原稿 


■ 自動縮小機能について 

ファクス送信のとさ、原稿サイズび巳4で、相手側 
の記録紙び A 4サイズのときは、自動的に A 4 サイ 
ズに縮ルします。 

■ そのままではセツトでまない原稿 

次のような原稿は複写機でコピーをとるか、キヤ 
IJ アシート《（別売品 P. ] 1-2) にはさんでから 
1枚ずつセツトしてください。 

参サイズび規定よりルさすざるちの 
(例：写真など） 

•フイルム状のちの 
参紙の厚さび薄すざるちの 
•しわ、破れ、折り目やソ U のあるちの 
•裏カーボン紙、感熱紙など 
• コーテイングされているちの 



※キヤ U アシート（別売品）とは 

破れた原稿や薄い原稿など、そのままではセツ 
卜できない原稿をはさんでファクスを送った 
り、コピーしたりするための透明なビニール 
シートです。 


がお知 S せ 

•ク U ップやホッチキスの針は、必ず取り外してく 
ださい。故障の原因になります。 

•糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾 
かしてください。原稿送り□ーラやガラスの巧れ 
の原因になります。 ( P .10-3. 1日-己） 

•原稿は無理に引さ出さないでください。無理に 
引っ張ると読み取り面やインク U ボンに傷びつさ 
ます。「原稿や記録紙びつまったときは」を参照 
して取り出してください。 ( P .10-6) 




n ピーやフアクスをする前に 


















コピーやファクスをずる前に 


•原稿び自動的に少し引さ込み始めたら、 
手を離してください。 


3原稿はクフ向まに！ 

コピーや送信する面を 
下にしてセットする 
(一度に5枚まで） 


原稿挿入□カバーを開 
ける 


2 原稿ガイドを原稿の幅 
に合わせる 



e 


コピーや送信する面をウラ向きにして、原稿挿入□に 
入れてください。（一度に5枚まで） 



■ 6 枚な上の 原稿び あるとを 

日枚の原稿をセットしたあと、コピーやファクス 
中に原稿び送られて減った枚数分を、セットされ 
ている原稿の一番上に追加してください。 


原稿をセツトする 






000 ( 
000 ( 
000 ( 



000 ( 
000 ( 
000〔 




n ピ—やフアクスをする前に 


4-3 


















































IB 


コピーやフアクスをずる前に 


参原稿び]枚だけのとさは、そのまま手順 
2へ進みます。 


♦原稿び排出されないときは （ P .10-6) 


一番下にある原稿を巧 
して、その他の原稿を 
取り除< 



を巧して、 
または^で 
r 原稿排出 J を選び、 
( g ) を巧ず 

原稿が自動側こが出さ 
れる 



原稿排出中 




ファクシミ U で原稿をコピーする場合、コピーしたものを所有するだけで法律で罰せられるものびありま 
す。ご注意ください。また、八ンドコピーを使って原稿を読み取る場合、複製したちのを所有するだけで 
法律で罰せられるちのびあります。ごを意ください。 

■法律で禁止されているをの 

•紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券をコピー（複製）する事は禁止されています。 
たとえ、見本の印び押してあっても、複製してはいけません。 

(通貨及証券模造取締法、紙幣類似証券取締法） 

•外国において流通する紙幣、貨幣、証券類のコピー（複製）もでさません。 

(外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽造変造及模造二関スル法律） 

•未使用の郵便切手、官製はびきなどは政府の許可を受けないでコピー（複製）することは禁じられています。 
(郵便切手類模造等取締法） 

•政府発行の印紙および酒税法や物品税法などで規定されている証紙などちコピー（複製）でさません。 
(印紙等模造取締法） 

■コピー（複製）ずる場合にミ主意を要するもの 

•民間発行の有価証券（株券、手形、ル切手など）、定期券、回数券などは、事業会社び業務用に最低必 
要部数をコピー（複製）する(外は、政府の指導によってを意び呼びかけられています。 

•政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、身分証明書や通行券、食券などの切符類ち 
勝手にコピーしないほうびよいと考えられています。 

■著作権に注意するちの 

•著作権の目的となっている書籍、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画、および写真などの著作物は、 
個人的にまたは家庭内、その他これに準ずる限られた範囲内で使用するためじ(外は、コピー（複製）を 
禁止されています。 


コピーの禁止について 


セットした原稿を取り出す（原稿が出) 




n ピーやフアクスをする前に 


4 

国 

4 




















































コピーやファクスをずる前に 


画質'機能選択受 IIFAX — 覧'登録 


攀 


花•はな 
華•八ナ 
花•はな 
華•八ナ 
花•はな 


画質 

〇 


を巧すたびに切 
り替わる 


r 普通字」 


「小さな字」 


「精細」 


「写真」 


r 普通字濃<」 


「ルさなき濃く」 


「精細濃く」 


「写真濃く」 


I 


回押すと「普通字」を表示します。画 
質-濃度を表示中にもう1回押すと切り 
替わります。 


•文字び大さくはっきり見えるときに 
選びます。 


•文字び小さな字のとさに選びます。 

( 「普通字」の倍の密度で読み取ります。） 
画像びルさくなる（縮ルされる）こ 
とはありません。 

•細い線を使った図面や、更に小さ 
な字のとさに選びます。 

( 「普通字」の4倍の密度で読み 
取ります。） 

受信側に「精細」び無いとさは、自 
動的に「小さな引に切り変わります。 
参濃淡のある原稿（:カラーの原稿）や、 
写真のとさに選びます。 


一巡すると「濃く」を表示 
し、濃度び変わります。 




巧^お知 S せ 

• 「普通字」に比べると、「小さな字」「精細」「写真」で送ると送信時間び長くかかります。 

参コピーをするときは、「普通字」を選んでち、「ルさな字」でコピーされます。 

参ファクスを送信するときは、自動的に「ルさな字」を選んでいます。 

• ファクスやコピー中に画質選択を切り替えると、次の原稿から画質び変わります。 

• 「小さな字」でカラーの原稿や写真をコピーすると、配色によって部分的に写らなかったり、黒く写るこ 

とびあります。 4-に 


画質-濃度を還ぶ 




g 


© © © © 〇 
© © © © 〇 
〇 © 〇 © 〇 
8 0 0 0 0 



n ピーやフアクスをする前に 



















































画質 I 機能選択受信 FAX -覧'登録 


見てか 5 フリントルさな字濃く 


12/30旧） 
2 : 45pm 



化〇ィ’ 

Of 

な Of 

原稿セットしました 


原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ 

原稿をヴつ向をに 
セツトする 


胃を巧して画質を 
選ぶ 


]ヒ‘-/印刷 


@を巧す 



1画質 


]ピ-/印刷 

〇 


③ 


IB 


コピーずる 


-度に5枚まで原稿をセツトしてコピーすることびで 
さます。 



) 

) 

) 


途中でやめるとき 


停止ボタンを押す 

(コピー中の記録紙び出てきます。こ 
のあと原稿び自動的に出てさます。） 


>コピーする面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 


►コピーび始まります。 



■ 已4サイズの原稿をセツトしたとをは 

80%に縮ルコピーしてください。 ( P .4-7) 

目4幅の原稿を等倍コピーすると端び切れて、 A 4 
幅でプ U ントされます。 

■ コピーの達中で画質を切り替えるとをは 

コピー中に画質ボタンを押すと次のページから画 
質び切り替わります。（コピー中の原稿の画質を 
変えることはでさません。） 


巧^お知 S せ 

• コピーボタンは点巧しません。 

•通話中にコピーを始めることはできません。 

• コピー中や受信メモ U —をプリントしているとさ 
は、親機または子機で発信することはできません。 
• コピー中や受信メモ U —をプ U ントしているとさに 
電話びかかってさたとさは、親機のスピーカーホン 
ボタンを押してちスピーカーホン通話でさません。 
子機または受話器を取ってお話しください。 
•一度、画質•濃度を選ぶと、コピーやファクスび 
終わるまで選んだ画質になります。停止ボタンを 
押すと選んだ画質び取り消されます。 


コピーする 


© 00 © 
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n ピーする 





























































コピーの種類を選んでコピーずる 


as 



原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ 

原稿をクフ向をにセ 

ツトしたあと 、广風よ 

を巧して画質を選ぶ 


お 


I 機能選択 


〇を巧し、 
r コピー 設定 J を 選び、 
リち)を巧す 

3 または^で 

コピーの 種類を選び、 
( g ) を巧す 


北° -設定 


2 ) 


1断14日八"^^ 
2縮小8 DA ’ -セント 
3乃レ巧ピ- 


画質 


取消 


J 広大/縮ルコピーや同じ原稿の複数枚のコピー（マル 
チコピー）などびでさます。 



>コピーする面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 

^ 手川頁 3® とさに .> 

r 拡大140パーセント」を選んだとき 

14日％に拡大してコピーします。 

回-回 

「縮小80パーセント」を選んだとき 

8日％に縮ルしてコピーします。 

向- 


「マルチコピー」を選んだとき 

複数枚のコピーをします。 

@〜を押して枚数を入力し、 
最後にを押すとコピーします。 
(最大日枚） 

回* * 

- J 







'画質 

〇 

'機能選択 
〇 

(ISD/I^I) 

風 


■ マルチコピーのとをにコピー枚数をまちがえたとをは 

取消ボタン娜してもう-度、枚数を入力します。巧 お知5せ 

• メモ U —受信したデータびあるときは、拡大/縮 
ル、マルチコピーはでさません。 

•拡大•縮ル、マルチコピーでは、画像をいったん 
メモ U —に読み込みます。メモ U —容量び少なく 
なって「メモ U —残量不足」と表示されたとき 
は、通常の等倍コピーでコピーするか八ンドコ 
ピーでコピーして<ださい。 


—の種類を還んでコピーする 


I む必り炒 
© © © 
t-o © 〇 © 
8 0 0 0 


〇 



n ピーの種類を選んで n ピーする 


000 ( 
000 ( 
0000 


—— 

r— _ 


4-7 























































































2^ または^で 
r 八ンド コピー j を 
選び、 （ ig ) を巧す 

3 ^または^で 

r 八ンドコピー設定 J 
を選び、リち）を巧す 

4 r 読み取り幅設定 J 

を選び、 （ g ) を巧す 

5 ^または^で 

読み取り幅を選び、 
( g ) を巧ず 


2 B 4 


取消 


読み取り幅設定 ろ 

114 n 



八ンドコピーを本体に取り付けた状態で操作します。 


I 機能選択 

〇 巧押ず 


八ンド北。- 2 

1!1ンド北-印刷^ 
2八ンド北° -消去 
3八ンド北° -画像表示 

I 画質 I I ^'WW 


途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


八ンド北°-設定 2) 

1読み取り幅設賢 
2倍率設定 


画質 I I 取消 


•「 A 4」 は 2] 日 mm 幅、旧4」は S 己 ] mm 
幅で読み取ります。 

•八ンドコピーでファクスを送るとき 
( P .4- 18〜 4-19) または縮小コピー 
する（倍率び 0.8 倍）とき外は 「 A 4 幅」 
にセットしてください。記録紙び A 4 ヴ 
イズなので、 A 4 幅までしかプ U ントで 
きません。八ンドコピーでファクス送信 
するときは、 A 4 幅を超えた部分はプ U 
ントして確かめることはできませんび、 
相手の方には送信することびできます。 


1つ前に戻るときI 

取消ボタンを押す 


も 

sS 


コードレス八ンドコピーをお使いになる前に 


コードレス八ンドコピーを使ラと、ノートなどのとじ 
込み原稿や、セットできない大きさの原稿をコピーで 
きます。また、コードレスなので離れた場所でもコ 
ピーでさます。 

八ンド コピーを お使いになるときは、八ンド コピーを 
取り外す前に、倍率（0.8、1.0、 1.4) 、読み取り 
幅 （A4 または B4) を それぞれ設定します。 



読み取0幅を還ぶ 


n - ドレ K ハンド n ピ-をお使いになる前に 
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コードレス八ンドコピーをお巧いになる前に 


WES 

e 


倍率を還ぶ 


八ンドコピーを本体に取り付けた状態で操作します。 

1 r _*— ■_> 巧己一、 ■ 八ント、' ] ヒ。一言受定 

I r 新み取り帕をほふ J 
の手順1〜3を行う 

( P .4-8) 



2倍率設定 


画質 


取消 


I ^または^で 
r 倍率設定 J を選び、 
リち）を巧す 

' または "=5^ で 

倍率を選び、 

硬 を巧す 


倍率設定 
1 0.8 倍 

2 H 

3 1.4 倍 


2) 


画質 


取消 


途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき I 

取消ボタンを押す 


► 「0.8倍」、「1 .0 倍」、「1 .4 倍」の 
中から選ぶことびでさます。 



n — ドレス八ンド n ピーをお使いになる前に 


す 

巧 

を 

簽 

4 
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IB 


コードレス八ンドコピーをお巧いになる前に 



0 八ンドコピーを本化に取り付ける 0 



□ 

I 

ド' 

レ 

ス 

八 

ン 

ド' 

□ 


を 

お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 

に 


1八ンドコピーのガラス 
面を(8^ず上にして本巧 
に戻す 


2八ンドコピーの両端を 
矢印の方向に奥までし 
つかり巧し込む 



■ 八ンドコピーが正しく取り付け S れなかつたとをは 

•音声で「八ンドコピーをセットし直してくだ 
さい。」と2回お知らせしたあと、ディスプ 
レイに「八ンドコピーを再セット」と表示さ 
れます。正しくセットし直してください。 

•を押すと、八ンドコピーのセット方法を 
確認することびでさます。 

•八ンドコピーび正しく取り付けられていないと 
きは、原稿をセットしたときに、ディスプレイ 
に「八ンドコピー外れています」と表示され、 

フアクスを送ったりコピーびできません。 


■ 八ンドコピーの巧電池残量について 

八ンドコピーの充電池残量びなくなると、「ピ 
ピッ、ピピッ」と警告音び鳴ります。八ンドコ 
ピーを本体に取り付けて充電してください。 

充電池の残量びな<なると、読み取った内容は全 
て消えてしまいます。 

連続動作時間約 1.5 時間^ 

動作待機時間約3時間 I 


巧^お知 S せ 

• 充電池を交換したとさや充電池の残量び完全にな 
くなったときは、必ず目時間 m 上充電してくださ 
し、（充電時間び短いと、八ンドコピーを使用し 
たとさに、警報音び鳴らずに突然八ンドコピーび 
使用でさなくなったり、コピーした画像び悪くな 
ることびあります。） 

•八ンドコピーを使用しないとさは、本体に八ン 
ドコピーを取り付けてください。 

本体に取り付けておくと充電されます。 











八ンドコピーで読み取つてすぐにプリントする 


あらかじめ、八ンドコピーの読み取り幅と倍率を選んでおさます。 

♦本体（親機）のディスプレイに設定して 


八ンドコピーを本体か 
6取りかす 

( P .4-10) 


読取画質スイッチで読 
み取り画質を選ぶ 


3読み取る原稿のを端を 
読取位置と畳準に合わ 

せて、^を巧す 


読取幅: A 4 
倍率：1,〇倍 


画質 


I 掘 AX - 監消 


いる読み取り幅と倍率を表示します。 



•文字原稿を読み取るとさは、 「文字」 に 
セツトします。 

参写真や濃淡のある原稿を読み取るとさ 
は、 「写真」 にセツトします。 


•動作中ランプび点灯します。 


次ぺージへ- 


コードレス八ンドコピーを使5 


as 


A ンドコピーで読み取った内容をプリントするときの 
操作です。八ンドコピーの取り外しかたや設定のしか 
たは口ードレス八ンドコピーをお使いになる前に」 
をご覧ください。 （P.4-8 〜 4-10) 




•ファクスを送る前に、読み取ったデータをプ U ントして確認する場合は、「八ンドコピープ U ント」 
の設定を「すべてプ U ント」にします。 （ P . 己- 28) 

•プ U ントせずに、ファクスを送る場合は「八ンドコピープ U ント」の設定を「見てからプ U ント」に 
します。 ( P .5-28) 



n — ドレス八ンド n ピーを使う 
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コー ドレス八ンドコピーを巧ミ 


>っづさ 


• 矢印の方向に動かす 

読み取る前は、緑色に 
y 動作 t 点灯しています。 


時色点抑 


Og 


緑色点滅 


〇ョ 



▼ 動作 中 . の点灯に戻ります。 

時色点抑 


〇 


面色点抑 


〇 


動作中 


消'打 


八ンドコピーを動かすと読み取りを始め 
ます。 

八ンドコピーの底を原稿に押し当てるよ 
うにして、手前に動かしなびら読み取っ 
て < ださい。 

< 八ンドコピーを動かす速度び 

動作中 速すざると「ピー」と鳴って 

赤色に点なします。 
^もう少しゆっくりと動かし 
て < ださい。 

読み取り中にメモ U —びいっ 
ぱいになると「ピピピピ」と 
鳴って消なします。 

-►これ iU 上読み取れません。 
メモ IJ 一に記録されている分 
をプリントし、不要なメモ U 
一を消去します。 

消去 


参読み取りを失敗したときは、ミミを約2秒間 
押すとすぐに消去でさます。 ( P .4-14) 
•読み取る画質や倍率によって、速度を変 
えて八ンドコピーを動かします。 

「文字」にセットして、倍率を「0.8倍」ま 
たは「1.0倍」にセットしたとき 

A 4 サイズの当社標準原稿（英文字で約 
700字程度の原稿）を約3秒で読み取 
るぐらいの速度びめやすです。 



「写真」または倍率を「1.4倍」にセッ 
卜したとさ 

この速度よりもゆっくりと動かします。 
•速すざると動作中ランプび赤色に点打して 
「ピー」音び鳴りますので、ちうすこし、 
ゆっくり動かしてください。遅く動かして 
も問題ありません。 

•読み取り/停止ボタンを押したあと、約 
3日秒間何ち操作しないと読み取りび停 
止します。 


ロアドバイス！ 

•八ンドコピーをまっすぐに動かしにくいときは、厚手の定規などを 
八ンドコピーの左端に置き、それに添わせて動かすと曲びりにくく 
なります。 


次ぺージへ一 ► 


戀 



n — ドレス八ンド n ピーを使う 
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コー ドレス八ンド コピーを 巧う 


►つづさ 


読み取りび終わったら 

読み取り/停止 

を巧す 



八ンドコピーを本体に 
取り付ける 

( P .4-10) 



このあと、動作中ランプび緑色の速い点滅 
に変わりメモ U —に記録します。 


動作中ランプび消灯して、「ピー」と鳴っ 

たら、メモ U —への記録び終了です。 

続けて読み取るときは、もう一度手順2か 

5操作をして<ださい。 

•新しく読み取った枚数を表示し、自動的 
にプ U ントを開始します。 

• 「八ンドコピープ IJ ント」 （ P . 已 -28) の 
設定を「見てからプ U ント」にしている 
と八ンドコピーを本体に取り付けてもプ 
U ントを開始しません。プ U ントすると 
さは「八ンドコピーに記録されているデ 
一夕をプ U ントする」 ( P .4-16) または 
「八ンドコピーに記録した内容を画面で 
確認する（見てからプ U ント機能）」 
( P .4-17) を操作してください。 

参プ U ントを途中でやめるときは停止ボタ 
ンを押します。 


■ A 4 サイズより長く読み取ったとをは 

A 4 サイズを越える部分はプ U ントしません。 

「分割コピー」 ( P .5-28) の設定を「する」に 
すると A 4 サイズじ(上の部分を2枚に分けてプ U ン 
卜するよ5にでさます。 

■ 八ンドコピーで読み取ったデータをディスプレイ 
で巧認してか6プリントしたいとをは 

① 「八ンドコピープ U ント」 ( P .5-28) の設定 
を「見てからプ U ント」にする（八ンドコピー 
で読み取ったあと、本体に取り付けても、すぐ 
にプリントしなくなります。） 

② P .4-1 ]〜4-13の操作をする 

③ P .4-17 の操作をする 


巧^お知 S せ 

• 記録紙やインク U ボンびないときは、自動的にプ 
U ントされません。 

記録紙やインク U ボンをセットして、八ンドコ 
ピーに記録されているデータをプ U ントする操作 
( P .4-16) をしてください。 

•八ンドコピーを本体に取り付けたとさ「八ンドコ 
ピーをセットし直してください。」と音声び流れ 
たら、八ンドコピーを取り付け直してください。 
八ンドコピーを取り付け直すと「新しいデータび 
ありません」とメッセージび表示されます。 
このとさは、新しいデータとして、プ U ントでさ 
ませんので、すべてのデータを指定するか、ペー 
ジ番号を指定してプ U ントしてください。 

•拡大コピーするときは、基準位置から約]己 cm 程 
度の幅で、読み取ってください。拡大したあとの 
大ささび A 4 サイズを超えるちのはプ U ントした 
画像び切れてしまいます。 

•とじ込み原稿など、中央に段差のある原稿を読み 
取るとさは、八ンドコピーと原稿の間にすきまび 
でさないように読み取ってください。すさまびあ 
ると読み取り部分び黒くなったり文字びぼやけた 
りします。 

•糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾か 
してください。読み取り面のガラスび巧れます。ガ 
ラス面び巧れると、読み取ったデータをプリントし 
たとさに白や黒い線び出る原因となります。 




n —ドレス八ンド n ピーを使う 
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コードレス八ンドコピーを巧5 


■ 八ンドコピーを本体に取り付けたあと消去するときは 

八ンドコピーを本体に取り付けたあと消去したい 
とさは、「八ンドコピーの内容を消去する」 
( P .4-15) の操作で消去してください。 


■ 八ンドコピーの記録が数について 

八ンドコピーで読み取った内容は、メモ U —に記 
録されます。記録でさる枚数は次の通りです。 


記録枚数 

約 36 枚 （ 「文字」で読み取った 
とさ） 

※八斗サイズの当社標準原稿（英 
字で文字び約700字程度の原 
稿） 

( 「写真」で読み取ったときは 
A 4 サイズ約 3 枚） 

記録件数 

最大6日件 

読み取る長さ 

最大 ] m 


グラフや表、写真などのある原稿を「文字」で読み 
取ったとさは、記録でさる枚数は少なくなります。 


■ 八ンドコピーのメモリー巧量について 

八ンドコピーのメモ U —残量はメモ U —ランプの 
点灯状態でわかります。 


^ランプの点な状態 

メモリー残量 

メ f U — 

〇 消'打 

メモリーに何も記録 
されていないとさ 

メモリー 

:ゴ 緑色点丹 

メモリーに読み取った内容 
び記録されているとき 

户 U 7 緑色点滅 
V?/ (ゆ〕くりした点滅） 

メモリーび残り少なく 
なっているとさ 

聲モ U7 緑色点ミ 
(速い点滅） 

メモリーがいっぱいで、 

これ上記録できないとき 


も 

IB 


読み取りをやり直したいときなど、読み取ったあとす 
ぐに消去するときの操作です。 



読み取つたあとすぐに消去する 



八ンドコピーを取り外したままで操作します。 

1るを約2秒聞巧す 


度〇を 


• 「ピッ」と鳴って、最後に読み取ったデ 
一夕を1件だけ消去します。 

続けて消去するとさは、ちう 
約2秒間押します。 

•すべての読み取ったデータを消去すると 
「ピピッ」と鳴って、メモ U —ランプび 
消灯します。 


n — ドレス八ンド n ピーを使う 
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コードレス八ンドコピーを巧う 


e 


A ンドコピーを本体に取り付けたあと、消去するとき 
の操作です。 


を巧す 


^または^で 

№11/■かI 

r 八ンド コピー J を 
選び、リち)を巧す 


^または^で 

((&»/|^|)) 

rA ンドコピー消左! 
を選び、喊を巧す 


八ンド北。" 


V 


1|で广北"-印刷 
2八ンド北-消去 
3八ンド北° -画像表示 


画質 


取消 


八ンド北-消去 
1新17いテ勺 
2全ての7-夕 
3ベ-シ''指定 


2 ) 


画質 


取消 


ぐづ または^で消去ずるデータを選ぶ 

-新し<読み取った内容を消去するとを 

「新しいデータ」を選ぶ 

-メモリーに巧っているすべての内容を消去するとを 

「全てのデータ」を選ぶ 

-ぺージ番号を指定して消去するとを 

「ページ指定」を選び(：]5^を押す^ぺージ番号を入 

力して ® を巧す- ► 最後にわう一度 CHJ ) を押す 
(この操作をくり返すと複数のデータを消去でさます。） 


(例） ] ページ目と2ページ目を消去するとさ 


途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき I 

取消ボタンを押す 


参まちびえて入力したとさは取消ボタンを 
押します。 

•新しいデータ^をすべて消去します。 

《「新しいデータ」とは 
最後に八ンドコピーを取り外したとさ読み 
取ったすべてのデータを指します。 


>ページ番号びわからないとさは P .4-1 7 
の操作で確認してください。 


「ページ指定」を選び與を押す-- 

最後にもう-度〕 @を巧す 

( g ) を巧ず 


がお知 S せ 

•八ンドコピーを本体に取り付けたとき「八ンドコピーをセットし直してください。」と音声び流れたら、 
八ンドコピーを取り付け直してくださし、八ンドコピーを取り付け直すと「新しいデータびありません」 
とメッセージび表示されます。 

このときは、新しいデータとしての消去はできませんので、全てのデータを指定するか、ページ番号を指 
定して操作してください。 


八ンドコピーの内容を消去する 


n - ドレスハンド n ピ—を使ぅ 
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コー ドレス八ンドコピーを巧ミ 


読み取った内容は消去するまでくり返しプリントする 
ことびできます。また、必要なページだけをプリント 
することちでさます。 

プリントする前に画面で確認することびできます。 
(P.4-17) 


八ンドコピーに iB 録をれているデータをプリントする 


八ンドコピーを本体に取り付けた状態で操作します。 


を巧す 


^または^で 
r 八ンド コピー J を 
選び、リち)を巧す 


r 八ンド コピー EP 刷 J 
を選び、 ( g ) を巧ず 


途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


八ンド北° - 2> 

1 酌円欄… 

2八 ンド北-消去 
3八ンド北° -画像表示 


1つ前に戻るとき I 

取消ボタンを押す 


参まちびえたとさは取消ボタンを押します。 


画質 


取消 


八ンド北-印刷 

1新しい 7 -夕 
2全ての 7 -夕 
3ぺ-ゾ指定 


画質 


取消 


プリントするデータを選ぶ 

-新し<読み取った内容を消去するとを 

「新しいデータ」を選び、リ^を押す 

-メモリーに巧っているすべての内容を消去するとを 

「全てのデータ」を選び、リ^を押す 

. ぺージ番号を指定してプリントするとを 

「ページ指定」を選び、〇1^を押す^ 

ーページ番号を入力して ( g ) を押す一 
^最後にもう一度〇1；)を押す 
(この操作をくり返すと複数のデータをプ IJ ントでさます。） 

(例）1ページ目と2ページ目をプ U ントするとさ 

「ページ指定」を選び、 (15) を押す-- 

取 後にちつ一度 r ホ押す 


•新しいデータ^をすべてプ IJ ントします。 

《「新しいデータ」とは 
最後に八ンドコピーを取り外したとさ読み 
取ったすべてのデータを指します。 


•プ U ントを開始します。 


]ヒ。-/印刷 


@を巧す 
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コー ドレス八ンド コピーを 巧う 


e 


A ンドコピーで読み取った内容を画面に表示させて、 
プリントする前に内容を確認できます。 


八ンドコピーで読み取る 

(P.4-1 1-4-13) 


I 機能選択 


^または^で 
r 八ンド コピー J を 
選び、を巧す 

^または^で 
r 八ンドコピー画像表示 J 
を選び、嫁を巧す 


表示させたいぺージ番 
号を入力する 


(例） 




Cli 勢を巧す 


確認び終わったら 

還)を巧 T 


参読み取ったあと、八ンドコピーを本体に 
取り付けた状態で手順2からの操作を行 
つて < ださい。 


途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき I 

取消ボタンを押す 


八ンド北。" 

1心ド北。-印刷 
2八ンド北° -消去 
3八ンド北° - 画像表示 


1 ) 


取消 


八ンド北° -画像表示 

全てのテ''-夕3枚 
N 日.二 

ダ仆ルでセットください 


画質 


取消 


八ンド北° -画像表示 

全ての f - 夕3枚 
N 日.二2 

[ L / 決定]で決定 


画質 


取消 


参記録されているデータを表示します。 
•スク□ール/拡大/縮ル/回転/プ U ン 
卜することびでさます。 （ P .5-22 〜 5- 
S 3) 

•待機画面に戻ります。 


■ 表示しているデータをプリントするとをは 

表示中にコピーボタンを押すと、表示中のページ 
をプ U ントします。（プ U ントしたあとは、待機 
画面に戻ります。） 


巧^お知 S せ 

•読み取り幅を「日4」で読み取ってち、データは 
A 4 幅までしか表示されません。また長さも A 4 ま 
でしか表示されません。 


この機能を使うときは、あ5かじめ「ノ V ンドコピープ 
リント」の設定 （ P . 曰- 28) を「見てか!5プリント」 
にしておさます。 


A ンドコピーに記録した内容を画面で i 追認する(見てか6プリント機能) 


n - ドレスハンド n ピ-を使ぅ 
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も 

© 


コードレス/ \ンドコピーでファクスを送る 


あ！5かじめ、八ンドコピーで読み取ったデータをファ 
クス送信するときの操作です。 




八ンドコピーでファクスを送る 



□ 

I 

ド' 

レ 

ス 

八 

ン 

ド' 

□ 

ピ 

I 

で 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

送 

る 


送りたい原稿を八ンドコピーのメモ U —に記憶させておいてください。 
八ンドコピーを本体に取り付けた状態で操作します。 


( P .4-1 1-4-13) 


I 機能選択 
〇 


を巧す 


可 または^で 
r 八ンド コピー J を 
選び、リ夢を巧す 

r 八ンド コピー EP 刷 J 
を選び、 Ci ?) を巧す 


途中でやめるとき 


送信データを選んでいるときは停止ボ 
タンを押す 

通話中は受話器を戻す 
参スピーカーホンでダイヤル中のとさ 
はスピーカーホンボタンを押します。 


八ンド北。" 

1心ド北。-印厕 

2八ンド北。- 
3 八：/ド北。" 


2 ) 


消去_ 
画像表示 


画質 


取消 


1つ前に戻るとき I 

取消ボタンを押す 


八ンド北-印刷 

1新しい f - 夕 
2全ての7-夕 
3ベ-ゾ 指定 


1 ) 


画質 


取消 


次ぺージへ一 ► 
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コードレス八ンドコピーでファクスを送る 


〇づさ 

4ファクスを送るデータ 
を選ぶ 

-新しく読み取ったデータを送るとを 

「新しいデータ」を選び、リ^を押す 

-メモリーに巧っているすべてのデータを送るとを 

「全てのデータ」を選び、02^を押す 

. ぺージ番号を指定して送るとを 

(1) 「ページ指定」を選ぶ 

(2) ページ番号を入力し、 （ g ) を押す 

((2)の操作を く り返すと複数のページを指定でさ 
ます。） 


巧斤しいデータ^をすべて送信します。 

《「幸斤しいデータ」とは 
最後に八ンドコピーを取り外したとさ読み 
取ったすべてのデータを指します。 


(例）1ページ目と2ページ目を指定するとき 

① 「ページ指定」を選ぶ 

② @ ( g ) と押す （ 1ページ目を選択） 

③ （§) qig ) と押す （2 ページ目を選択） 

(3) ® を押す 


スピ-力-ホン 


5受話器を取るか、 

を巧して 

「ツー」といラ音び聞こえたら 

ダイヤルする 


相手の方にファクスを送る 
ことを伝えて 

FAX スタ-卜 

@を巧ず 


受話器を戻す 



•電話帳を使ってダイヤルすることもでさ 
ます。 ( P .3-17) 

参通話中のとさはこの手順をとばして手順 
巳へ。 


•相手のちとお話しせずにファクスを送り 
たいとさは、電話びつなびったらスター 
トボタンを押します。 

•相手のちび受信操作をすると自動的にフ 
ァクス送信に切り替わります。（おまか 
せ送信 P .5-3) 

•スピーカーホンボタンを押してダイヤル 
したとさは自動的に回線び切れます。 


巧^お知 S せ 

•見てからプ U ント機能 （ P .4-17) の操作で八ン 
ド コピーに 記録されている データを 表示したまま 
でファクスを送ることはできません。 


g 



n — ドレス八ンド n ピーでフアクスを送る 
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メモ 


4-20 


フアクス 










































見て占がリント普船 

12/30 旧） 

2 '• 45pm 

山^ 0件 

0件 
0件 

原稿セットしました 




画質 I 機能選択受信 FAX — 覧'登録 


原稿をクフ向をにセット 


を巧して画質 


を選ぶ 

(P.4-5) 



「ツー」という音び聞こえ 
たら 

ダイヤルする 


( -途中でやめるとき- V 

受話器を戻す 

参スピーカーホンボタンを押してダイ 
ヤルしたとさはスピーカーホンボタ 
ンを押します。 

V ノ 

参送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 

♦画像を選ばなかったときは自動的に「ル 
さな字」で送信します。 


参受話器を置いたままダイヤルするとさは、 
スピーカーホンボタンを押します。 

参相手の方とお話ししないで、ファクスを 
送りたいときは ( P .5-4) 


♦まちがい電話や誤送信を防ぐために、 
「ツー」という音を確かめたあと、正し 
くダイヤルしてください。 


次ページへ- ► 


m 



1原稿挿入□カバーを開けて 

：：：0 


原稿ガイドを合わせ 

♦ ♦ 4 

a 


0312345618 


'画質 1 機能道択 1 

'登録 


© 


フアクスを送る 


ファクスを送るときの操作です。 

原稿は一度に5枚までセツトできます。 


L 励! 


^寺ち合わせ場所の地図を 
\、ファクスで 送るネ！ ^ 


を巧ずとファクス送信の案内が表示されまず。 



ファクスを送る 


000 ( 
000 ( 
000 ( 




フアクスを送る 


5-2 





































































■ B 枚な上の原稿があるとまは （ P .4-3) 

■ r 通信エラーびあ D ました。 J と聞こえた6 
( P .10-21) 

■ セットした原稿を取り出すとまは （ P .4-4) 

■ ファクスを送信したとまの終了音を切り替えると 
をは 

「終了音」 ( P .5-26) で切り替えます。 

■ おまかせ送信とは 

相手の方び受信操作をすると「ピー」という音 
(ファクス受信音）び聞こえ、「ファクスを送信 
します。【受話器を戻してください。】」とメッ 
セージび流れて自動的にファクス送信します。 

《【】内のメッセージは受話器を取っていると 
さのみ流れます。 


巧^お知 S せ 

• ファクス送信中にディスプレイに表示される番号 
は、相手の方のファクシミ U に登録されている番 
号です。実際にダイヤルした番号と異なる場合び 
あります。必要に応じて相手の方に確認してくだ 
さい。 


ファクスを送る 


腸 


>つづさ 

i 相手の方び出たらファクス 
を送ることを伝えて 


® を巧す 


受話器を戻す 



•相手の方び電話を受けたらお話しするこ 
とびでさます。 

•相手の方のファクシ S U び留守番電話の 
とさはその案内に従って操作します。 

•相手のちび受信操作をすると自動的にフ 
ァクス送信に切り替わります。 

(おまかせ送信） 

•送信中、途中でやめるときは停止ボタン 
を押します。（原稿びつまった状態にな 
ります。 P . 1 0-6) 

•ファクス送信び終わると終了音（鳥の 
声）び聞こえます。 



フアクスを送る 


5-3 









ファクスを送る 


画質'機能選択恐 IFAX — 覧'登録 


見てか日フリント普通字 

12/30旧） - 

2 : 45pm 

曲0件 
皆0件 

0件 

原稿セットしました 



2 を巧して画質 

を選ぶ 

(P.4 - 己） 


スト カー ホン . 

〇呼を巧す 


原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ 

原稿を：7ラ向をにセット 





電話びつなびったら 

FAX スタ-卜 

@を巧す 


「ツー」という音び聞こえ 
たら 

ダイヤルずる 


0312345618 


画質嗎能選択 I 


スピ-力-ホンダ仆ル 


画質能選択' '登録 


途中でやめるとき 


スピーカー ホンボタンを押す 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 

•画質を選ばなかったとさは自動的に「ル 
さな字」で送信します。 


•まちがい電話や誤送信を防ぐために、 
「ツー」という音を確かめたあと、正し 
くダイヤルしてください。 


•送信び始まります。 

•送信中、途中でやめるときは停止ボタン 
を押します。（原稿びつまった状態にな 
ります。 P .10-6) 

•ファクス送信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こえ、自動的に回線び切れます。 


© 


相手の方のファクシミリびファクス専用のときやお話 
ししないで送るときの操作です。 



お話ししないでそのままファクスを送る 


000 ( 
000 ( 
000 ( 


—— 

k _ 


ファクスを送る 
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ファクスを送る 


親機に原稿をセットして、子機の操作で送ることもで 





(1^ 親機 

原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ 

原稿を：7ラ向をにセット 

したあと r ® o 胃を巧して画 

質を選ぶ （ P .4-3、4-5) 

(#モ機 

をを巧す 


3(# 


モ機 


「ツー」という音び聞こえ 
たら 

ダイヤルする 



4(# 


子機 


相手の方び出たらファクス 
を送ることを伝えて 


嫁を巧ず 


モ機 

巧電器に戻す 



途中でやめるとき 

切ボタンを押す 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 


参通話ボタンび点なします。 


•まちがい電話や誤送信を防ぐために、 
「ツー」という音を確かめたあと、正し 
くダイヤルしてください。 


•相手の方とお話ししないでファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら機能 
ボタンを押します。 

•相手の方び受信操作をすると自動的にフ 
ァクス送信に切り替わります。（おまか 
せ送信 P.5-3) 

※回線の状態でおまかせ送信びでさないことび 
あります。このとさは「ピー」といラ音び聞 
こえたら機能ボタンを押してください。 
•機能ボタンを押すと親機びフアクスを送 
り始めます。 


電話番号つ 

く 


e 


子機の操作でフアクスを送る 



000 ( 
000 ( 
0000 



フアクスを送る 
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3 受話器を取る 


(例）アメ U 力り- 2] 2-に 3-4 己 67) へ送る場合 


原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ 

原稿を：7ラ向をにセット 



省 


)000 
> 000 
> 000 


画質 

〇 


を巧して画質 


を選ぶ 

( P .4-5) 


5 010をダイヤルする 


4 電話を社の識別番号を 
ダイヤルずる 



( -途中でやめるとき-> 

受話器を戻す 

参スピーカーホンボタンを押してダイ 
ヤルしたとさはスピーカーホンボタ 
ンを押します。_ 

•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 

•画質を選ばなかったときは自動的に「ル 
さな字」で送信します。 


•受話器を置いたままダイヤルするとさ 
はスピーカーホンボタンを押します。 


% 「マイライン」「マイラインプラス」を 
契約されているとさはダイヤルする必要 
ありません。 


次ぺージへ- ► 


原稿セットしました 

厂画貴 ‘I 機能選択受信 FAX— 覧厂登録 



XXXX 010 


'画質'機能選択' 

'登録 


XXXX 


画質 縣能選択' '登録 
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海かへファクスを送る 


時差など考えて上手にご利用ください。 



巧かへファクスを送る 




旧扣000 

化 S 


海外へフ7クスを送る 
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巧かへファクスを送る 


一つづさ 

6国番号を入れる 

(例）ァメ U 力 

位 

7市か局番を入れる 

(例) ( 2 ^( l ^( 2 ^ 


I ファクス番号をダイヤル 
ずる 

(例)运)运)运)一瓜)霞)成毎) 


電話びつなびったら 

FAX スタ-卜 

透)を巧ず 


XXXX 0101 


'画質'機能選択' 

'登録 


XXXX 01 01212 


画質嗎能選択「 


登録 


XXXX 0101 2121234 56] 


画質嗎能選択 I 「登録 


10受話器を戻す 


•最初にくる「日」は必要ありません。 



•送信び始まります。 

•送信を途中でやめるときは停止ボタンを 
押します。（原稿びつまった状態になり 
ます。 P .10-6) 

•相手の方び電話に出る前にスタートボタ 
ンを押すとファクス送信びできないこと 
びあります。 


巧^お知 S せ 

•海外へファクスを送るときは、国や地域によって 
回線状況びよくないところびあり、正常に受信さ 
れない場合びあります。 

•国際通話や通信につきましては、電話会社によっ 
て巧能な国や地域などび異なりますので、詳しく 
は各電話会社までお問い合わせください。 


e 


ぁジファクスを送る 
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電話帳にファクス番号を登録しておくと、電話帳ボタ 
ンを巧したあと、マルチファンクシヨンキーの上下で 
相手の方を選んでファクスを送ることびできます。 

親機と子機の電話帳にはそれぞれ1日0人分、また！ 
人につき2つの番号を登録できます。 
( P .3-12〜3-14、3-1 9〜 3-20) 



3電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


受話器を置いたまま操作します。 


原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ 

原稿を：7ラ向をにセット 


' を巧して画質 

を選ぶ 

( P .4-5) 


を巧してから、 
^またはで 
巧手の方を選ぶ 


電話番号を選んだあと、 

為甲す 



mi 


見て占がリント普通き 


12/30旧) 
2 : 45pm 

Qa - 0件 


な0件 $3^%. 

原稿セットしました 


'機能選択雖 FAX - 覧 I 登録 


途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 

•画質を選ばなかったとさは自動的に「ル 
さな字」で送信します。 


•ディスプレイで相手のちを確かめます。 


•最初は第1番号を選んでいます。 

^を押すと第2番号を選ぶことびでさ 
ます。 

•自動的に送信を始めます。 


電子電話帳 ろ 

池田悟 

I 

09012345 EI8 


■ r 通信エラーがあ D ました。 J と聞こえた6 
( P .10-21) 

巧^お知 S せ 

• ファクス送信中にディスプレイに表示される番号 
は相手の方のファクシミ U に登録されている番号 
(発信元番号）ですので、実際にダイヤルした番 
号と異なる場合びあります。（必要に応じて相手 
の方に確認してください。） 


規機の電話帳でフアクスを送る 



000 ( 
000 ( 
000 ( 




電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 
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画質 I 機能選択受信 FAX — 覧'登録 


見口化フリント普通字 


12/30旧) 
2 : 45pm 


參ぉをを 

な0件ミ 

原稿セットしました 


2 を巧して画質 

を選ぶ 

( P .4-5) 


原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ 

原稿を：7ラ向をにセット 




電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 


腸 


相手の方びお話し中など、もう一度電話をかけ直して 
ファクスを送るときは、再ダイヤルボタンを使って簡単 
にファクスを送ることびできます。 



4 FAX スタ-卜 

@を巧ず 


池田悟 

0312345618 


WW ^ 


受話器を置いたまま操作します。 


途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 

参画質を選ばなかったとさは自動的に「ル 
さな字」で送信します。 


•ディスプレイで相手の方の名前（番号） 
を確認します。 


•自動的に送信を始めます。 


■ 受話器を取って再ダイヤルするとをは 

① 受話器を取る 

② 「ツー」という音を確かめたあと、再ダイヤ 
ルボタンを押す 

③ 相手の方び受信操作したとさの「ピー」という 
音び聞こえたら（または、相手の方とつながっ 
たら） FAX スタートボタンを押す 

④ 受話器を戻す 


■ 視機の再ダイヤルの記憶を消去するとをは 

受話器を置いたまま操作します 
①再ダイヤルボタンを押す 

キャツチ/ミ肖ち 

対甲す 

③「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶び消去される 


親機の再ダイヤルでフアクスを送る 


© © © © 

© © © © 

〇 © 〇 © 

日〇 〇 
0 _ 


000 ( 
000 ( 
000 ( 


r 

r I 



電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 
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電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 


1 


親機 


原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ、 

原稿を：7ラ向をにセット 
したあと、 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 


胃を巧して画質を選ぶ 





( P .4-5) 


•画質を選ばなかったときは自動的に「ル 
さな字」で送信します。 


AS 


子機 


相手の方び出たらファクス 
を送ることを伝えて 

巧)を巧 T 

モ機 

巧電器に戻す 



•送信び始まります。 

•相手のちとお話ししないで、ファクスを 
送りたいとさは、電話びつなびったら機 
能ボタンを押します。 

•相手の方び受信操作をすると自動的にフ 
ァクス送信に切り替わります。（おまか 
せ送信 P.5-3) 

※回線の状態でおまかせ送信び働かないこと 
びあります。そのとさは「ピー」といラ音 
び聞こえたら、もう一回機能ボタンを巧し 
て < ださい。 


3^ 子機 

電話番号を選んだあと、 
感を巧す 



•子機を置いたままでファクスを送るとさ 
はスピーカーホンボタンを押します。 

参最初は第1番号を選んでいます。 

で第2番号を選ぶことびできます。 



池田悟 
►0312345678 
09012345678 
◄終了 第 


© 


親機にセットした原稿を、子機の電話帳や再ダイヤル 
を使ってファクスを送信できます。 



i 


子機の電話帳でファクスを送る 


000 ( 
000 ( 
00 OC 




電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 
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♦送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 


♦画質を選ばなかったとさは自動的に「ル 
さな字」で送信します。 


1是^親機 

原稿挿入□カバーを開けて 
原稿ガイドを合わせ、 

原稿を： 7 ラ向をにセット 
したあと、 

を巧して画質を 

選ぶ ( P .4-5) 



•子機を置いたままでフアクスを送ると 
さはスピーカーホンボタンを押します。 


相手の方び出たらファクス 
を送ることを伝えて 

@を巧 T 

嫁モ機 

巧電器に戻す 


•相手のちとお話ししないで、ファクスを 
送りたいときは、電話びつなびったら機 
能ボタンを押します。 

•相手のちび受信操作をすると自動的にフ 
ァクス送信に切り替わります。（おまか 
せ送信 P .5-3) 



2嫁子機 

再ダ仆ル 

@を巧す 


〈再ダイヤル日1〉 

0312345678 
日日：日1 



電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 



話 

帳 

や 

再 

ダ 

イ 

ヤ 

ル 

で 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

送 

る 


e 


■ 子機の再ダイヤルの記憶を1件ずつ消去するとをは 

通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

① 3 (再ダイヤル）ボタンを押す 

② ；'んまたは I ' y ' i で消去したい再ダイヤルの記 
憶を選んだあと、’、' } を押す 

③ I ;んまたは:;▼、，、，で「消去」を選んだあと、’、卜 
を押す 

④ 機能ボタンを押す （ 「ピー」と鳴ったあと、 
選んだ再ダイヤルの記憶を消去します。） 


■ モ機の再ダイヤルの記憶をすべて消去するとをは 

通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

① 機能ボタンを押す 

② '、'▲;;またはで「再ダイヤル消去」を選ん 
だあと、 ;►； を押す 

③ 機能ボタンを押す （ 「ピー」と鳴ったあと、 

すべての再ダイヤルの記憶を消去します。） 

巧^お知 S せ 

• 親機や他の子機でかけた電話番号を子機で再ダイ 
ヤルすることはでさません。 

•テ機で再ダイヤルでさるのは、32ケタまでです。^ 
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子機の再ダイヤルでフアクスを送る 




000 ( 
000 ( 
0000 



























-定の呼出音び鳴った （1 〜2已回）あと、ファクス受信に切り替えることもできます。 (P.5-16) 


♦ファクス専用としてお使いになるとさ 



ファクス専用で使われるときは、呼出音の回数を1回に設定します。 （P.5-1 7〜己 -18) 
この設定をされるとすぐにファクス受信になりますので、相手のちとお話しでさません。 


© 


ファクスのまけかた 


ファクスの受けかたは、「在宅モード」と「留守モード」の2つの種類びあります。 


巧ちモード（家にいるとき） 



を訂び消灯している状態です。 


■在宅モード時の操作 ( P .5-14) 

•ご購入時、呼出音の回数は「無制限」になっています。 


電話に出るまで 
呼出音び 
鳴り続ける 、 



(呼出音の回数 
:無制限） 電話に出る 


0目手びファクスのとき) 

@を押して受信します。 



引き続きお話しします。 


ファクスの受けかた 
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ファクスの受けかた 


(g) び点灯している状態です。 

■留守モード時の動作 （ P •目- 2) し 相午/■/フ7ク乂0し 

相手びスタートボタンを押 
すと自動的に受信します。 



e 


送5れてきた原稿は、プリントするとき、縦方向に約93%に縮小します。 

ファクスを受信するとさに、受信曰付や相手の方の電話番号をプ U ントするため、縦ち向に約93%に縮ル 
されます。縮小しないでプ U ントしたいときは、 P. 已 -27 の「受信縮ル率」の設定を博倍」にします。 

※但し、「等倍」に設定をされてち相手の方の機械や回線、こちら側の機械や記録紙の状態によって、 

厳密に1巧1にならない場合びあります。 

V_ J 
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(留守にするとき) 


留守モー 


ファクスの受けかた 



















ファクスを受ける 


相手の方とお話ししたあと、ファクスに切り替えまず。 



原稿をセツトしていない状態で操作します。 


呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 



ファクスに切り替えること 
を相手のちに伝えて 


FAX スタ-卜 


@を巧す 
受話器を戻す 



参受信び始まります。 

•受話器を取るだけで自動的にファクスに 
切り替わることもあります。（おまかせ 
受信） 


►ファクス安信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こえます。 


■ おまかせ受信にごいて 

電話を受けたとさ「ポー•ポー…」という音び聞 
こえると、「ファクスを受信します。【受話器を 
戻してください。】」とメッセージび流れて自動 
的にファクスを受けます。 

《【】内のメッセージは受話器を取っていると 
さのみ流れます。 

( 「おまかせ受信」を解除するには P. 日 -S6) 
《回線の状態でおまかせ受信び働かないことびあり 
ます。そのとさは「ポー-ポー-ポー…」とい5 
音び聞こえたら FAX スタートボタン（子機使用中 
のときは機能ボタン）を押してください。 


■ 呼出音が一定の回数 （1 〜25回）鳴ったあと、 
ファクス受信に切り替えることもでをまず。 
( P .5-16-5-18) 

在宅モード時のコール回数を設定すると、設定し 
たコール回数び鳴ったあと、ファクス受信に切り 
替わります。ただし、在宅モードでファクス受信 
されることび多いときや、すぐに電話に出ないで 
ファクスを受けたい場合は、「在宅モード時の 
コール回数」を目回じ(下に設定してください。 

7回(上に設定されると相手の方び自動送信をさ 
れたとさなどは、ファクスに切り替わりません。 


電話に出てか6ファクスをまける（巧ちモード時) 






フアクスを受ける 
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参充電器に置いていないとさや、クイック 
通話の設定を「解除」にしているときは 
通話ボタンを押します。 

♦通話ボタンび点なします。 


♦親機に原稿をセツトされているときに機 
能ボタンを押すと送信になります。 




親機に原稿をセツトしていない状態で操作します。 


1呼出音び鳴ったら、 

巧電おか6取る 


2 相手のちにファクスに切り 
替えることを伝えて 

W を巧して、巧電お 
に戻す 



巧^お知 S せ 

•キャッチホンサービスをご利用のとさは、ファク 
ス通信中に回線からの信号で通信びでさなかった 
り、画像に線び入ったりすることびあります。 

•コピー中や受信メモ U —をプ U ントしているとき 
に電話びかかってきたときは、親機のスピーカー 
ホンボタンを押してちスピーカーホン通話でさま 
せん。子機または受話器を取ってお話しくださ 
し、また、ファクスを受けることもでさません。 


子機の操作でフアクスをまける 


る 

す 

致 






フアクスを受ける 
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固定応答メッセージが流れる 


「ただ今近くにおりません。ファクス^ 
を送られるちはスタートボタンを押し 
てください。電話のちは、恐れ入りま 
すび後程おかけ直しください。」 


応答メッセージの 
内容は変わります。 
(P.5-17) 


貪^お巧 S せ 


V 

巧手の方がスタート 
ポタンを"す t ‘ 



6回鳴っても電話に出ないとファクスから 
自動的に 

固定応答メッセージが流れる 



応答メッセージび流れている間に受話器を取 
ると通話でさます。 


V 



♦相手のちび自動送信や、固定メッセージび流れる前にスタートボタンを押されたときはファクスに切り誓 
わりません。 

参在宅モードでファクス受信されることび多いときや、すぐに電話に出ないでファクスを受けたいときは、 
「在宅モード時コール回数」を目回じ(下に設定してください。 （P. 已 -1 7〜已 -18) 

• 固定メッセージび流れている間に停電時端子に接続した電話機の受話器を取ってち通話でさません。 

• 留守モードでお使いのときは動作び異なります。 （P.6-2 〜 6-3) 


© 


ファクスを受ける 


呼出音の回数を設定 （ P .5-17〜5-18) すると、一定の呼出音び鳴ったあと、自動的にファクス受信に切り替 
えることびできます。 


一定の巧出音び鳴ったあと、ファクス受信する（巧ちモード） 


巧手側 


こち6側1 


(呼出音の回数を目回に設定しているとき） 



D 手出音が鳴る 

— 1—-^ 


プルル… 



呼出音び鳴っている間に受話器を取ると通話 
でさます。 

通話したあと、ファクスを受信するには、 

FAX スタ-卜 

@を巧してか5受話器を戻してくださし、。 



プルルり回目） 
プルル（目回目） 


プルル （1 回目） 
プルル（目回目） 


フアクスを受ける 
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ファクスを受ける 


D 乎出音の回数を変える（巧ちモード時） 


胃 cP を巧す 


2 ^または"^で 
r 親機呼出音 J を選び、 
リち)を巧す 


r 呼出回数 J を選び、 
リ誤を巧す 


r 在宅時コール回数 J 
を選び、リち)を巧す 


5 ^または"^で 

r 回数選択 J を選び、 
リち)を巧ず 


親機呼出音 

1呼出回数 
2親機呼出音切替 


2 ) 


取消 


呼出回数 2) 

1在宅時]-ル回数~ 

2留守ド]-ル回数 


取消 


在宅時]-ル回数 

1回数選択 
2腳顺拙 


2 ) 


取消 


•はじめは「無制限呼出」になっていま 
す。 


在宅時]-ル回数 

現在無制限 
01-2 日を入力 


画質 


取消 


次ぺージへ- ► 


■ 固定応答メッセー ジの 内容は変わりまず。 


受信でさないとさ（インクリボン、受信メモ 

「ただ今近くにおりません。恐れ入りますび、後程おかけ直 

リーがないとさなど） 

しください。」 


S 



フアクスを受ける 
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■ 呼出音のメ□デイを変えるときは （ P .1-28) 


度"お知 S せ 

• 親機の停電時端子に他の電話機を接続されたと 
さ、固定応答メッセージび流れている間に接続し 
た電話機の受話器を取ってち通話でさません。 
(応答メッセージも止まりません。） 


© 


ファクスを受ける 



〇づさ 

6 呼出音の回数を入力 
ずる 

(01 〜25回） 

(例）日巳回み農）麻） 


在宅時]-ル回数 

在宅時]-ル： 06 回 

[ L / 決定]で決定 


画質 


取消 


! (© を巧す 

呼出回数 


06 回にしました 


'画質' ' '取消 

〇停止 


〇 (§) を巧す 



フアクスを受ける 
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受信した内容を画面で見る（見てか5プリント11能) 


ファクスをメモリー受信にすると、受信内容を画面に 
表示して確認することびできます。 


見てか5プリント機能を使うときは、あ5かじめ 
次の設定をしてください。 （ P . 日-2目〜日- 27) 

-「メモリー受信」一「する」 

-「受信プリント」一 r 見てか！5プリント」 


-メモリー受信とは 


送られてきたファクスを記録紙にプ U ントせず 
に、いったんファクシミ U のメモ U —に記録する 
ことです。 


ファクスを受信したことび表示され、お知らせ 
ランプび点なします 


12/30旧) 
2 : 45 pm 




化0 
0 

受信テ''-夕びありますぶ 



'機能選択雖 FAX - が登録 


::. 

■■■ 

盾〕;：19 

NT 巧ミ1ゴ-シ3ンス 


I 


お知5だ 

が 


またはで表示したいフアク 
スを選び、け勢を巧す 



胃を巧し、 「 FAX 受信リスト J を 
表术する 


取消 


r 


:たて方向にスク□ールできることを示して 
います。 

:よこ方向にスク□ールでさることを示して 
います。 



: ] つ前の画面にもどします。 


ぺージ （ P . 日- 23) 


:次のページを表示します。 


回串ち （ P . 日- 23) 


押すたびに表示を90°ずつち回転させます。 


倍率切替 （ P .5-23) 


押すたびに拡大/縮ル表示されます。 


E |] 刷 （ P . 日- 24) 


画面にファクスび表示されているとさに、 

]ヒ。-/印刷 一. m , 

@ を押します。 


一夕の消去 （ P . 日-2曰） 


「FAX 受信 U スト」で、消去したい 

キャッチ/消ま 

ファクスを選び、 〇を2回押します。 

iL 回線晒 




S70。 


180° 


S 



受信した内容を画面で見る(見てからプ U ント機能) 
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陽 


受信した内容を画面で見る（見てか S プリント機能) 


■視機のディスプレイに r 受信データびありまず J 
と表示しているとをは 

送られてさたファクスびメモ U —に残っています。 
記録紙にプ U ントするか、または受信データを消 
すと表示び消えます。 （ P . 己-24〜己己） 



■ メモリー受信枚数にごいて 

A 4 サイズの当社標準原稿（英字で文字数び7日日 
字程度の原稿）を「普通字」で一度に約22枚まで 
メモ U —受信できます。（受信メモ U —と録音用 
のメモ U —は同じメモ U —を使用しています。録 
音などび残っていると、メモ U —受信でさない場 
合びあります。） 

■ メモ U — びいつぱいになつたとまは 

( r メモリー受信 J の設定が r 自動 J のとを） 

受信の途中でメモ U —びいっぱいになると、受信 
び止まり通信エラーになり、メモ U —を使わない 
受信モードに自動的に切り替わります。再送され 
たときなどは、メモ U —に記録せずに記録紙にプ 
U ントします。（切り替わったあとは、メモ U — 
受信したデータを消去して再度「メモ U —受信」 
の設定を「自動」または「する」に設定するま 
で、メモ U —受信しません。） 


度"お知 S せ 

• 「メモ U - 受信」の設定 （ P . 己- 26) を「しな 
しりにすると、ファクスを受信したときに受信し 
た内容によっては、記録紙の途中で分断されてプ 
U ントすることびあります。 

また、通信速度びメモ U —受信のとさよりも遅く 
なることびあります。 



受信した内容を画面で見る(見てからプ U ント機能) 


















受信した内容を画面で見る（見てか S プリント機能) 


メモリー受信したデータを表示する（見てか6プリント機能） 


r 受信データがあ D ます J 
と表示をれる 


感 


12/30 旧） 

2 : 45pm 

故0件 

0 件 

受信テ''-夕びありますぶ 


'機能選択長 flFAX— 覧厂登録 


途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


を巧す 


3 ^または"^で 

表示したい受信データ 
を選び、リ夢を巧ず 


停止 

d ) を巧ず 



FAX 受信 U ストび表示されます。 

► 8 件目 iU 降はまたは I '、▼，'で力ーソル 
を移動して表示させます。 


>メモ U —受信したデータを表示します。 

>表 7 J \ している受信 X — 夕をスクロール/ 
拡大/縮ル/回転/ページ切替/プ U ン 
卜/消去することびできます。 

( P . 己-〜己 - S 3) 


•待機画面に戻ります。 



FAX 受信リストについて 


11 P /30 11 


11 P / P 9 10 
11 P / P 8 3 


Dam ち3被姐3り: HSm 1齒 

日日 am 下 ] 枚 !I 二浦ヴオ U : ホ ] 
flOam!!l 枚 |!(1387 目日 43 21!! ! 


未確認の受信デ 
-夕を「未」と 
表 7 J \ しま9~。 


受信した 受信した枚数.ナンパ'-ディスプレイ利 
曰付と時刻 用時には相手の方の番号 

を表 TJX します。 

-電話帳に登録していると 
きは名前を表示します。 


r 受信データがありません J と表示したとまは 

メモ U —受信されているデータはありません。 


巧^お知 S せ 

• 「メモ U - 受信」の設定 （ P . 己- 26) を「しな 
しりにしている（待機画面に「記録紙受信」と表 
示している）ときは、この機能を使うことはでき 
ません。 

• A 4 サイズの長さを超える受信データは、 A 4 サイ 

ズまでしか表示でさません。 C _21 


ファクスをメモリー受信すると受信内容を画面に表示 
して確認することびできます。 


纖敬.‘ で受信データの確認方法を見ることびできます。 


S 








































































陽 


受信した内容を画面で見る（見てか S プリント機能) 


メモリー受信した内容をディスプレイに表示すること 
ができます。 （ P .5-21) 

また、ハンドコピーで読み取ったデータを表示するこ 
とびできます。 （ P .4-17) 

表示しているデータを上下左ちに動かしたり（スク 
□ール）、拡大、縮小したりすることびできます。 







ぶ 

I&II パ切 

1倍率切替 
〇 

'回転 

〇 

1ぺージ 

〇 


(例）メモリー受信したり、八ンドコピーで読み取ったデータは、下記のように表示されます。 
(受信内容が、複数ページあるときは、1ページ目を表示します。） 

メモ IJ - 受信または八ンドコ 現在表示している倍率現在表示しているぺージ/総ぺージ 



■表示しているデータを上下左ちに動かす（スク□ールする） 

•データの端まで表示すると、それじ(上同じ方向へは動かなくなります。 



巧^お巧 S せ 

• 写真原稿や文字の多い原稿を受信したとさは、表示に時間びかかることびあります。 

参倍率切替ボタンび表示される前に回転やスク□ールすると、少し遅れて表示することびあります。 


表巧したデータを操作する 



受信した内容を画面で見る(見てからプ U ント機能) 


©00© 〇 
© © © © 〇 
© 〇 © 〇 
〇 〇 〇 































































































狐 

【倍率:切替対阿 


娜す 


【倍ち刀替娜す 


一 

〇八 

一 


一 



^ を押す 


■表示しているデータを回輯する 

回転ボタンを押すたびにち回り（時計回りに）90度ずつ回転します。 



■ページを変える 

複数ページをメモ U —受信しているデータのとさは、ページボタンを押すたびに次のページを表示します。 
※八ンドコピーで読みとったページを表示しているとさに、ページを変えることはでさません。 



•最後のページを表示して 
いるとさにページボタン 
を押すと1ページ目に戻 
ります。 


■表示しているページをプリントする 

]ヒ‘-/印刷 

表 7 J \ 中にの^を押す 

表示中のページをプ U ントします。（プ U ントしたあとは、待機画面に戻ります。 
※複数ページのとさは、プ U ントしたページのみメモ U —から削除されます。 

■表示しているページを消去ずる 

表ホホに eSi を2 0押す 

※複数ページのときは、表示していたページのみメモ U —から削除されます。 


■ メモリー受信を1件ずつ消去するとをは 
( P .5-25) 


巧^お知 S せ 

• 拡大/縮ル表示中にコピーボタンを押してち等倍 
でプ U ントします。 

参 A 4 サイズの長さを越えるデータは、 A 4 サイズま 
でしか表示でさません。 


受信した内容を画面で見る（見てか S プリント機能） 


e 


一つづさ 

■表示しているデータを拡大/縮ルする 

倍率切替ボタンを押すたびに拡大/縮ル表示されます。 


標準 


拡大（約2倍） 


拡大（約4倍） 


縮ル 



受信した内容を画面で見る(見てからプ U ント機能) 
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メモ U - 受信したファクスをプ U ントずる 


メモリー受信した内容をプリントずるときの操作でず。 
「受信プリント」の設定びはべてプリント」のとき 
と r 見てか5プリント」のとさで操作び異なります。 
( P . 曰-26〜曰 -27) 

■ プ U ント中にインク IJ ボンびな < なつたとまは 

受信した内容はメモ U —に残っていますので、プ 
U ント中の記録紙を取り出して ( P .1 0-7) か 


ら、インク U ボンを交換 （ P .1 日-8〜 10-9) して 
<ださい。 



次の手順でプ U ントします 

1 ]ヒ‘-/印刷 

狂）を巧す 


記録紙やインクリボンを 
セツトして 

]ヒ°-/印刷 


メ刊-枚数 \ m \ - 
記録紙をセットして 
[北’ -/印刷で印刷 


画質 


取消 


途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


じ 


ディスプレイにメモ U —受信している枚 
数び表示されます。 


•すべての受信データをプ U ントし始めま 
す。プ U ントした内容は、メモ U —から 
消えます。 


SIg - 胃を巧す 


2^または^で 
プ IJ ントしたい受信デ 
一夕を選んだあと、 


途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


• FAX 受信 U ストび表示されます。 
( P .5-21) 

• 8件目 iU 降は’またはス;'を押して表 
示させます。 

•プ U ントを開始します。プ U ントした受 
信データはメモ U —から消えます。 


■ 1ぺージずつプリントするとをは 
( r 見てか6プリント J に設定時） 

①受信 FAX —覧ボタンを押す （ FAX 受信 U スト 
び表示されます。） 

③ I :瓜) または:、でプ U ントしたい受信データ 
を選んだあと、 0^ を押す（選んだ受信デー 
夕の1ページ目を表示します。） 


③ ページボタンを押してプ U ントしたいページ 
のみを表示させる 

④ コピー/印刷ボタンを押す（表示していたペー 
ジをプ U ントします。プ U ントしたページ 
は、メモ U —から消えます。） 


r 見てか6プリント J に設定しているとを （1 件ごとにプリントずる) 


r すべてプリント J に設定しているとを 



メモ U — 受信したフアクスをプ U ントする 



























































メモリー受信したファクスを消去ずる 


メモリー受信した内容を記録紙にプリントしないで、 

FAX 受信リストか5選んで消去ずることができます。 

この機能を使うときは、あ5かじめ「受信プリント」 が 

の設定 （ P . 己- 27) を「見てか！5プリント」にしてお 

さます。 




受信 FAX - 覧 




キャッチ/消モ 
〇 

〇 


(( SD / i ^))) 


IL 回線断1 


C , 

停止 

3 

(§ 


e 


fi ろ X - 胃 を巧す 


2 ^または^で 
消去したい受信データ 
を選んだあと、 キタ、巧去 

「 L 回線断 I 

を巧ず 


もつ一度 

キャッチべ肖ま 

〇を巧す 

IL 回線断」 


停止 

(§) を巧す 


12/29 lD:DDam 1 枚云巧ヴオ U 未 
1 2/2 8 3:0 0 am 1 枚 0 3 8 7654321 


取消 


ちう一度押すと 
選択中の受信 FAX 7 -夕 
を消去します 

' ' I 取消 


途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


>FAX 受信 U ストび表示されます。 
(P .5-21) _、 

>8件目じ(降は'、>；’または1'、▼，''を押して表 
示させます。 



•選んだ受信データび消去されます。 


•他に受信データびないとさは待機画面に 
戻りますのでこの操作をする必要はあり 
ません。 


■ 1ぺージずつ消去するとをは 

① 受信 FAX —覧ボタンを押す （FAX 受信 U スト 
び表示されます。） 

② I;んまたはで消去したい受信データを選 
んだあと、を押す（選んだ受信データの 
1ページ目を表示します。） 

③ ページボタンを押して消去したいページを表 
示させる 


を2回押す（表示していたページを消 

I L 回線断 I 

去します。） 

⑥停止ボタンを押す（他に受信データびないと 
きは、自動的に待機画面に戻ります。） 


メモリーま信したデータを1件消ちする r 見てか6プリント J に設定時 



メモ U — 受信したフアクスを消去する 


© © © © 
© © © © 
〇 © 〇 © 





〇 〇 〇 




5-25 










































































終了音 

コピーやファクスの送信-受信後 
に鳴る終了音の種類を選びます。 

. 巨の芦 

「鳥の声」でお知らせします。 

. アラーム音 

「ピー音」でお知らせします。 

-なし 

終了音を鳴らしません。 


登録 ^ 

〇 r 


^またはう^で^ ^またはう^で 

「詳細設定」を選ぶ ^ FFAy / nk - l を選ぶ 


rjJ ^ またはうで k 

^「終下ち I を撰ぶ ^ r 


「 FAX / コピ ー 」を選ぶ 

または^^で 


►獲)►還 


W のド1 


アラーム音 
なし 


から選ぶ 


メモリー受信 

いったんメモ U —で受信します。 
記録紙やインク U ボンびなくなっ 
たとさは、受信した内容はメモ U 
一に記録しています。 

•する 

メモ U —で受信します。 

-しない 

直接記録紙にプ U ントします。 
記録紙やインク U ボンびなくな 
ったとさはファクス受信でさま 
せん。 

•自動 

メモ U —受信中にメモ U —びい 
っぱいになると次に受信すると 
さに、メモ U —受信しないでフ 
アクスを受信します。 


、 一7 または で 

〇戸「詳細設定」を選ぶ^ 


または^^で 

liSU/iji" 

「 FAX / コピ ー 」を選ぶ 


またはで 

► ^「メモ U - 受信」 を^ 

選ぶ 


轉►還 


または^^で 

する 
しない 


臣 


から選ぶ 


© 


コピーやファクスをもっと便利に ffi う 


コピーやファクスをもっと便利に使うために、いろいろな登録や設定びできます。 


親機で設定します 

-途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき I 

取消ボタンを押す 


工場出荷時はに設定されています。 


設定項目/はた!5き 


登録の操作手順 



おまかせ受信 

相手のちび自動送信でファクスを 
送られてきたとき、受話器（子機） 
を取ると自動的にファクス受信に 
切り替えます。（増設電話機では 
この機能は働きません。） 

. あ0 

電話に出たとさ、「ポー-ポー- 
ポー…」 といラファクスの自動 
送信音び、聞こえると自動的に 
ファクス受信します。 

-なし 

「ポー . ポー . ん—」としり 
音び聞こえてち自動的にファク 
ス受信に切り替わりません。 


- WW ^ ^または^で、^または^で 

〇 r 「詳細設定 I を選ぶ r \^r 


►臀 ► 


「おまかせ受信」 


「 FAX / コピー」を選ぶ 


またはで 


欄'; ►轉►驟 


のどちらかを選ぶ 


►嚷►簽 


n ピーやフアクスをわつと便利に使ラ 
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コピーやフアクスをもっと便利に巧う 


受信縮ル率 

ファクスを受信したときに、自動 
的に縦方向を約93%に縮小して 
プ U ントします。 

•縮小 

自動的に縦ち向を約93%に縮小 
してプ U ントします。 

. 等イを 

縦ち向に縮小せずに受信します。 

(相手側の発信元名、電話番号 
などび記入されると A 4 サイズを 
超えるため、2枚に分かれてプ 
IJ ントされることびあります） 


► 


またはで 


登録 

〇 ^ 「詳細設定」を選ぶ 


►臀 ► 


または^^で 

IISII/ ■ か I 

「FAX/ コピー」を選ぶ 


,, またはで 

またはう ^ で ^^^ r^jTiv] 

^ ^ ^ 「受信縮小率」を選ぶ^ ^ ^ 2 :等倍 


のどちらかを選ぶ 




メモリー受信条件 

設定したじ(上のメモ U —びないと 
メモ U —受信しません。 

• 4パーセント 

4 %!；(上メモ U — び残っている 
とメモ U —受信します。 

-10パーセント 

1日％1；(上メモ U —び残っている 
とメモ U —受信します。 

- 30パーセント 

3日％上メモ IJ 一び残っている 
とメモ U —受信します。 

-已〇パーセント 

已日％じ(上メモ U —び残っている 
とメモ U —受信します。 


言^、またはう^で、またはう^で 

〇 ^ 「詳細設定」を選ぶ ^ r ruAy / ik 。一 I を遇,で 


または、 


「FAX/ コピー」を選ぶ 

または^^で 

(( Si )/ i4 ») 


巧 


► 〇?) \ 「メモ11-受信条件」^ 0^ ^ 2 : ]〇パーセント 
を選ぶ 3 : 30パ—セント 


4 


4パーセント] 


己日パーセント 


から選ぶ 


漫)►還 


e 


親機で設定します 


途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき 

取消ボタンを押す 


工場出荷時は I 


I に設定されています。 


設定項目/はた!5き 


登録の操作手順 


受信プリント 

メモ U —受信した内容を、すぐに 
プ IJ ントしてデータを消去する、 
またはプ IJ ントしないでメモ IJ 一 
に残すかどラかを設定でさます。 
※この設定は、「メモ U —受信」 
の設定を「しない」にしている 
とさは、はたらさません。 

-ずべてプリント 
メモ U —で受信したあと、インク U 
ボン、記録紙びセットされていると 
さは、自動的にプ U ントして、プ U 
ントしたデータは消去します。また、 
記録紙やインクリボンびなくなった 
ときは、メモリーに記録しています。 

•見てか 5 プリント 

メモリーで受信データを保をしたま 
まになり、受信内容を画面で確認で 
さます。自動的にプ U ントしません。 


登録 ^ 

〇 r 


またはで 
「詳細設定」を選ぶ 


►臂 ► ふコピ - r 舍選ぶ 


またはう^で 

r \^ r 「受信プリント」を選ぶ 


►臀 


または^^で 

1: すべてプ U ンり 

2:見てからプ U ント 

のどちらかを選ぶ 


►硬 ►!) 



n ピーやフアクスをわつと便利に使ラ 
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コピーやフアクスをもっと便利に巧う 


設定項目/はた!5き 


登録の操作手順 


分割コピー 

A 4 より長い原稿をコピーした場 
合のプ U ント方法を選びます。 

(八ンド コピーの プ U ントち含み 
ます。） 

-ずる 

A 4 サイズよりち長い原稿をコピ 
一したとさは複数枚に分けてプ 
U ントします。 

-しない 

A 4 サイズを超える部分はプ U ン 
卜しません。 


で ► SSi 讀。►訓 歲設 -證 


c 、 またはで 

►嗯 ► ►臂 ► 品 


のどちらかを選ぶ 


停止 


(©►(§) 


キータッチ音 

親機のボタンを押したときに「ピッ」 
といラ音（キータッチトーン）を 
鳴らします。 

. あ0 

親機のボタンを巧したとさに 
「ピッ」といラ音（キータッチ 
トーン）び鳴ります。 

-なし 

「ピッ」といラ音（キータッ： 

I -ーン）び鳴りません。 


c 




^ または'^:^で k またはう^で 

^「詳細設定」を選ぶ^^'^^ 


〇 


「キータッチ 音」を選ぶ 


チ►嗯 ► 


または<で 

II :あり I 

2 :なし 

のどちらかを選ぶ 


グ ~ . 停止 
01^ \ (§) 


ノ V ンド コピー プリント 

記録紙やインク U ボンをセットし 
ているとさは、八ンドコピーを本 
体（親機）に取り付けたとさに、 
新し < 読み取ったデータを自動的 
にプ U ントすることびでさます。 

-すべてプリント 
記録紙とインク U ボンびセット 
されていると、八ンド コピーを 
本体（親機）に取り付けたときに、 
新しく読み取ったデータを自動 
的にプリントします。 

-見てか5プリント 
八ンドコピーで読み取ったデー 
夕は P .4- 17の操作でプ U ントし 
ます。 


鳴能選択 

〇 


► 


または^::^で 

HSU/ill)) 

「八ンドコピー」 を選ぶ 


、またはで 

\ 「ハンド:]ピ-プ卜」 

を選ぶ 


►嗯 ► 


または^:^で 

11:すべてプ g ク巧 

2:見てからプ U ント 

のどちらかを選ぶ 


►嗯►藝 


陽 


親機で設定します 


途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき I 

取消ボタンを押す 


工場出荷時は I 


I に設定されています〇 


n ピ—やフアクスを号と便利に使う 
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八ンド コピー 倍率 

八ンドコピーを使って拡大/縮ル 
して読み取るとさに選びます。 

- 0.8倍 

原稿を日.8倍に縮ルして読み取り 
ます。 

• 1 .0 倍 

原稿を等倍で読み取ります。 

• 1 .4 倍 

原稿を] .4 倍に拡大して読み取り 
ます。 


%能選択 

〇 


、または'^"^^で、または'^^で 

r 「ハンドコピ _」を選ぶ r r 「ハンドコピー設定」 

を選ぶ 




または^^で 

(isi)/i4»} 


►嗯►變 


1 

日.8倍 

|2 

].0 倍 1 

3 

].4倍 


から選ぶ 


ノ V ンドコピー詰め込みプリント 

A 4 よりも短い原稿をコピーする 
と2枚目 li (後の原稿を詰め込んで 
プ U ントします。 

-する 

A 4 サイズより短い原稿をコピー 
すると、2枚目後の原稿を詰 
め込んでプ U ントします。 

-しない 

A 4 サイズより短い原稿でち、記 
録紙1枚にプ U ントします。 


縣能選択 

〇 


► 就'激リ ► ► 吉説證 


またはで 

►(15) ► 1:する 
戸一戸12 : しない I 

のどちらかを選ぶ 


グ _^ ^ 停止 
\ (§) 


コピーやフアクスをもっと便利に巧う 


e 


親機で設定します 


I 途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき 

取消ボタンを押す 


工場出荷時は I 


I に設定されています。 


設定項目/はた!5き 


登録の操作手順 


八ンドコピー読み取り幅 

八ンドコピーを使って原稿を読み 
取るとさの読み取り幅を選びます。 

- A 4 

基準から A 4 幅で読み取ります。 

• B 4 

基準から目4幅で読み取ります。 


鳴能選択、 

〇 r 


または^^で . グ „, . または^^で 

「八ンドコピ ー 」を選ぶ r V ご ノ^ 「八ンドコピー設定」 

を選ぶ 


05^ 


または^:^で 

「読み取り幅設定」 を選ぶ 


CIS ) 


またはで 

( tSD / i ^))) 


: A 4] 


2 :目4 

のどちらかを選ぶ 


. 停止 




n ピーやフアクスをわつと便利に使ラ 
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5-30 


留守番電話 














































留守に設定ずる 


外出中に相手の方の伝言を録音したり、また、ファク 
フを自動 g 戶しずす 

相手の方の用件は、1件につき最大約3分間録音でき 
ます。すべての録音を合わせて、最大約12分間、3日 
件までです。 







■ 自分で録音した応答メッセージ（オリジナルメッ 
セージ）を選ぶとまは 

① あらかじめ応答メッセージを録音する ( P .6-8) 

② 留守ボタンを押して点巧させる W 

③ 応答メッセージび流れている間に@を押す 

■ オリジナルメッセージを選んだとまは 

いったん留守設定したときに、才 U ジナルメッセー 
ジを選んでおくと、次に留守設定したときわ、才 U 
ジナルメッセージになります。 

■ オリジナルメッセージか6固定メッセージにする 
とまは 

① 留守ボタンを押して点巧させる 

② 応答メッセージび流れている間にを押す 

■ 固定メッセージが流れたあと r ピ ー J と鳴るまで 
の時聞を変えるとまは 

はじめは2秒に設定されています。]秒または4 
秒に変更することびできます。 ( P .1 1-6) 


巧^お知 S せ 

参才 U ジナルメッセージを選んだとさでち、ファク 
ス受信でさなくなったとさや録音びでさなくなっ 
たときは、自動的に固定メッセージに切り替わり 
ます。 

•録音時間び残り1分 m 下、または残りの件数び3 
件 iU 下になっているときは、留守設定したときに 
「メモ U —びちうすぐいっぱいです。」と音声で 
お知らせします。このときは不要な録音を消して 
ください。 ( P .6-7) 

•ファクスのメモ U —受信データびあると、録音で 
さる時間び少なくなります。 

•留守設定中にファクスをメモ U —受信すると、 
ディスプレイに「受信データびあります」と表示 
されます。 ( P .5-20) 


©を巧して点！なさせる 

© -► {©> 


[消な] 


固定応答メリセ-シ '' 


[点な] 


•留守ボタンび点巧し、固定応答メッセー 
ジび流れます。 

-固定応答メッセージ- 


「ただ今、留守にしております。ピー 
ッと鳴りましたらお名前とご用件をお 
話しください。ファクスを送られるちは、 
スタートボタンを押してください。」 


•録音できる残り時間び日分下のとさ 
は、「残り約〇分、録音できます。」と 
流れます。 


留守に設定する 



3 〇©© 
(の©の 

1 © のの 
©の© 

' 〇 〇 〇 




留守番電話 


留守に設定する 
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留守に設定ずる 


固定応答メッセージの内容は変わります。 


■ 巧手の方が自動送信でファクスを送っているとまは 

自動的にファクス受信に切り替わります。（ファ 
クス受信可能な場合のみ） 

■ 留守機能をちっと便利に ffi いたいとをは 
(P • 目 - 10) 

■留守モード時のコール回数を r 卜ールセーパ ー J 
にするとをは 

① 登録ボタンを押す 

② ;または‘'、ス，''で「親機呼出音」を選び、'、、1^：)を巧す 

③ 「呼出回数」を選び、’、、卜を押す 

④ （▲读たは I ' y で「留守モード〕ール回数」を 
選び、を押す 

⑥「卜ールセーパ'-」を選び、を押す 
⑥停止ボタンを押す 


■ 応答メッセージび流れるまでの呼出音の回数を変 
えるとまは（留守モード時のコール回数） 

① 登録ボタンを押す 

② '、、▲;’またはス;で「親機呼出音」を選び、‘、> 

を押す 

③ 「呼出回数」を選び、’、、>^’を押す 

④ またはで「留守モードコール回数」を 
選び、’、►}を押す 

⑥;'、▲；’または:、▼)で「回数選択」を選び、 （ g ) を押す 

⑥ ダイヤルボタンでコール回数を入力する 

(日]回〜2己回） 

⑦ （ g ) を押す 

⑨停止ボタンを押す 


巧^お知 S せ 

• 増設電話機をお使いのとさ、応答メッセージび流れているとさや録音び始まってから増設電話機の受話器 
を上げてち通話できません。 

•記録紙や録音容量びないときは、ファクスを受けることや録音することびできませんので、応答メッセー 
ジび自動的に切り替わります。 

•録音とメモ U —受信は同じメモ U —を使用しています。メモ U —受信データびあると録音できる時間び少 
なくなります。 



ファクス受信でさるび、録音でさないとさ 

「ただ今留守にしております。ファクスを送られるちは、ス 
タートボタンを押してください。電話のちは、恐れ入ります 
び、後程おかけ直しください。」 

録音はできるび、ファクス受信できないとき 
(インクリボン、受信メモリーがないときなど） 

「ただ今留守にしております。ピーと鳴りましたらお名前と 
ご用件をお話しください。」 

ファクス受信も録音もできないとき 

呼出音び鳴り （2 已回）、「ただ今留守にしております。恐れ 
入りますび後程おかけ直しください。」 （3 回流れます。） 
※ただし、 U モート操作 （ P .7-10〜7-13) するための暗 
証番号び登録されていないと応答しません。 


着信回数とトールセーバー 

留守モードでは着信回数を設定するか、「卜ールセーパ'-」という機能を選択できます （ P .7-13) 。 

トールセーバーを選択すると、が出先から留守番電話のメッセージび入っているかどうかを確認でさます。 

く外出巧か5メッセージの有無を確認する（Iルセーバーのとき）> 

外出先から自宅に電話をかけて、留守番メッセージび再生されるまでの着信回数を確認します。 

メッセージがあるとき . 着信2回） ^着信音び3回鳴った時点で、メッセージび録音されてい 

メッセ_ジびないとき . 着信5 口 ） ^ないことびわかります。3回鳴った時点で電話を切れば 

通話料はかかりません。2回鳴って電話びつなびったと 
きは、リモート操作 ( P .7-12) によって音声メッセー 
ジを確認するなど、本機を操作することびできます。 


留守番電話 


留守に設定する 
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録音内容を聞く 


帰宅したあと留守設定を解除するだけで、留守中に録 
音されたメッセージを聞くことびできます。 




媛)を巧す 

留守設定中に録音びあると点 
滅しています。 

{©> 時© 


I 点減 


消な I 


録音されている件数び 
表 7 J \ されます。 

I 


コミスタ見てか 5 プリント 

12/30旧） 

2 '• 45 pm 

心… 



留守設定 


留守設定解除 




1件目 
再生ス三 

2件目 
未再生 

1111 

1 4件目 

1再生スミ 

頸 生 

目件目1 
未再生1 

1- H 


留守設定政後の録音を再 
生します。留守設定政後 
の録音びない場合は自動 
再生はしません 


再生を途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


♦留守を解除すると、留守設定中にかかって 
さた録音内容を自動的に]回再生します。 
•再生中は P .6 -己と同じ操作で早聞き、遅 
聞き、次の録音にとばす、1つ前の録音 
に戻すことびでさます。 


•録音内容を1件再生するごとに、録音さ 
れた曰時を音声でお知らせします。 

(曰時スタンプ） 

•留守設定を解除しなくてち、留守録を聞 
くことびできます。 ( P .6-5) 


■ 留守ポタンが点滅しているとをは 

•留守に設定中に1回点滅しているときは、新 
しく入った録音びあります。また、メモ録音 
や通話録音び入ったとさち点滅します。 

♦留守を解除したあとで、2回点滅しているとさ 
は、まだ再生していない（未再生）録音（メモ録 
音や通話録音、在宅時の留守録）びあります。 
再生ボタンを押して約3秒 iU 上再生すると再 
生済みになります。全て再生済みになると消 
巧します。 （ P .6 -己） 

•まだ再生していない録音を聞くときや、録音 
をもう一度聞き直すときは、「録音内容を再 
生する」 ( P .6-5) の操作をします。 
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巧^お知 S せ 

• 一度聞いた不要な用件は消去して<ださい。消去 
しない限り、新しく録音される用件は、前の用件 
の最後に続けて録音されます。 

• 親機の時刻設定びまちびっていると、まちびった 
時刻び記録されます。 


留守設定を解除して留守録を聞< 


© 〇 © © 
© © © © 
〇 © 〇 © 



録音内容を聞く 


留守番電話 























































録音内容を再生ずる 


親機に録音されている内容（留守中に録音されたメッ 
セージや通話録音、メモ録音）を再生するとさの操作 
です。 

—番古い録音か 5 順番に再生します。 



の録音にとばすとさはI 

巧生中に、（心)を巧す 


居聞きや遅聞きするときは 


再生中に、（聲）を巧す（速<なる） 

畢 

もミー度、庭）を巧ず（遅<なる） 

导 

もう一度、含自を巧ず（もとに戻る） 

聞いている録音を聞き直すときはI 

再生中に、知うを巧す 


1つ前の録音に戻すときは1 

巧生中に、备うを2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再生します。 
聞きたい録音まで戻すときは、更にくり返して 

を押します。 (1 回押すごとに1件ずつ） 

^ 3秒な上再生したあと、 

ボタンを2回続けて巧すと 


1件目 
再生ス三 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生ス三 

巳件目 
未再生 

日件目 
未再生 


♦ 

♦ 

-1 

1 


聞きたい録音まで戻すとき]つ前の録音 
は、さらに （ g ) をくり返し 
押してディスプレイで件数 
を確認する 


再生中は次のような操作ができまず。 


@を巧す 


件目再生中 


再生を途中でやめるとき 

停止ボタンを押す 


• 「留守」に設定しているときと、してい 
ないとさでは再生する内容び変わります。 

(約3秒!;^上再生した内容は再生スミに 
なります。） 


留守設定しているとさ 

留守設定 


留守設定していないとさ 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

日件目 

日件目 

再生ス S 

未再生 

未再生 

再生ス S 

未再生 

未再生 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

目件目 

再生ス三 

未再生 

未再生 

再生ス三 

未再生 

未再生 


留守設定政後の録音を再 
生する（留守設定し U 後の 
録音びない場合は]件目 
から再生） 


未再生の録音政後を再生する 
(未再生の録音びない場合は]件目から再生） 


■ 再生中に 電話が かかってをた 6 

再生び止まります。このあと受話器を取ると、通 
話でさます。 


視媒で録音巧客を再生する 





録音内容を再生する 
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録音内容を再生ずる 




次の録音にとばすときは 


巧生中に、 g ) を巧す 


早聞さするとさは 


巧生中に、を%)を J 甲ず 

をとに戻ずとまは、ちう一度、を巧ず 

今聞いている録音を聞き直すときは」 

再生中に、后!）を巧す 


n つ前の録音に戻すときはI 

巧生中に、 I ミ封を2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再生します。 
聞きたい録音まで戻すときは、更にくり返して 

/。 3秒な上再生したあと、 

ボタンを2回続けて巧すと 


1件目 
再生ス三 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生ス三 

黛！ 

黛！ 


♦ 

♦ 

♦ 

1 


聞きたい録音まで戻すとさは、 
さらに^をくり返し押す。 


1つ前の録音 
に戻る 


再を中は次のよラな操作がでをます。 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


m ) を2回巧す 




再生を途中でやめるとき 

切ボタンを押す 



* 「留守」に設定しているときと、してい 
ないとさでは再生する内容び変わりま 
す。（約3秒(上再生した内容は再生ス 
ミになります。） 


留守設定しているとさ 

留守設定 


留守設定していないとさ 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

日件目 

再生ス S 

未再生 

未再生 

再生ス三 

未再生 

未再生 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

日件目 

再生ス S 

未再生 

未再生 

再生ス三 

未再生 

未再生 


留守設定政後の録音を再 
生する（留守設定し U 後の 
録音びない場合は]件目 
から再生） 


未再生の録音し U 後を再生する 
(未再生の録音びない場合は]件目から再生） 


■ 再生中に電話がかかってをた6 

呼出音び聞こえ再生び止まります。このあと通話 
ボタンを押すと通話でさます。 


子機で録音内容を再生する 




録音内容を再生する 


留守番電話 
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キャッチ/消モ 

〇 

IL 回線断 I 


消したい録音を再生中に 

キャッチ/消ま 

〇を2回巧す 

由回線断 I 


録音を1つだけ消す 


1件目消去しました 


録音内容を消去ずる 




一般録音（留守中に録音されたメッセージや通話録 
音、メモ録音）を消去します。 


受話器を置いたまま操作します。 

■ キャッチ/消ま 

1 Q , を抽才 

■ IL 回顯 I 9 


—般録音をすべて消す 


—般廊曰)目去 
[ L / 決迫で消去 


^を巧す 



■ 親機のメモリーの ffi 用量を巧認するとをは 
(メモリ ーffi 用■表示） 

① 機能選択ボタンを押す 

② (▲，なたはス;'で「メモ U — 使用量表示」を選 
び、を押す 

機能選択 

メ刊-使用量 3 iir - セント 


取消 




留守番電話 


録音内容を消去する 


③停止ボタンを押すと待機画面に戻る 
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応答メッセ-ゾ 


2 ) 


画質' ' '取消 


1を巧す 


2 ^または"^で 
r 応答メッセージ J を 
選び、を巧す 


3 r 録音 J を選び、巧寶 

を巧す 


4受話器を取る 


5リ誤を巧してか6、 

受話器で応答メッセー 
ジを話す 


6 録音び終わったら 

還)を巧してか5、 

受話器を戻す 


機能選択 
IIIE ^ 顯 

2八ンド北。_ 

3着信記録 


画質 


取消 


途中でやめるときI 

停止ボタンを押す 


オリシ'' ナル録音 

受話器をお取り下さい 




応答メッセージの例 


「はい、〇〇です。ただ今留守にして 
おりますので、ピーという音び鳴りま 
したら、メッセージをお話しください。 
ファクスを送られるときは、スタート 
ボタンを押してください。」 



•録音したメッセージを再生します。 




自分で応答メッセージを録音ずる 


留守設定したときに流れる固定応答メッセージの代わ 
りに、自分でメッセージを1種類録音できます。ま 
た、録音できる時間は他の録音と合わせて最大約12 
分です。 


■ 応答メッセージの内容を変えるとまは 

録音した内容を消してから、もう一度録音します。 

■ 応答メッセージを選ぶとまは 

録音した応答メッセージで留守番電話を受けると 
きは留守設定したときに選ぶ必要びあります。 

( 「自分で録音した応答メッセージを選ぶとき 
は」 P .6-2) 


巧^お知 S せ 

•才 U ジナルを設定していても、ファクス受信でさ 
なくなったとさや録音でさなくなった場合は、自 
動的に固定応答メッセージに切り替わります。記 
録紙やインク U ボンをセットして受信内容をプ U 
ントしたあと、または用件を消去したあと応答 
メッセージを選んでください。 


応答メッセージを録音する 


音ァ生 

録賀 

_— 2 3 


留守番電話 


自分で応答メッセージを録音する 
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自分で応答メツセージを録音ずる 


応答メッセージの内容を聞< 


r 応答メッセージを録 
音ずる J の手順1〜2 
を行う 

(P.6-8) 

巧を J を選び、 CLf ) 
を巧す 


再生び終わったら 

待機画面にちどる 



参再生び始まります。 


応答メッセージを消す 


r 応答メッセージを録 
音する J の手順1〜2 
を行う 

(P.6-8) 

^または^^で 
r クリア J を選び、 

け勢を巧ず 


オリシ'' ナル消去 

[ L / 決迫で消去 


•才 U ジナルメッセージを消去したとさ 
は、自動的に固定応答メッセージになり 
ます。 




留守番電話 


自分で応答メッセージを録音する 
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設定項目/はた! 5 き 


暗証番号 

外出先から U モート操作するとさ 
の暗証番号を設定します。 

•登録 

暗証番号を登録します。 

. クリア 

登録した暗証番号を消去します。 


登録の操作手順 


^登録 

〇 


^または^で^^^^ 

「詳細醜」を選ぶ r W 戸「留9 


またはうで 
「留守録」を選ぶ 


ソ女^ r 「胆訊を呂 I が壁ぶ r 


「暗証番号」を選ぶ 
C - ダイヤルボタンで 4 停止 

可 ^煙)^ミミの日旨醒号を人►漫） ► 遗 

よ /c_ic> 

蓋く 2:ク IJ ァ►嗯►漫) ►!) 


お声拝聴 

留守録設定中に応答メッセージと 
相手のちの録音中の声びスピーカ 
一から 聞こえます。 

. あ0 

留守録設定中に応答メッセージ 
と相手のちの録音中の声びスピ 
一力一から聞こえます。 

-なし 

留守録設定中でも応答メッセー 
ジと相手のちの録音中の声は聞 
こえません。 


登録 

〇 


^または^で、^、^ またはう^で 

「詳細設定」を選ぶ r r 「留守録」を選ぶ 

. ^または^で、 CT ^ 、は'^で 
► C © ► 「お芦拝聴」を選ぶ r 嘗 r P :ぁり I 

2 :なし 


停止 


のどちらかを選ぶ 


► (©►(§) 


留守モード時のコール回数 

応答メッセージび流れるまでの呼 
出音の回数を設定します。 

留守モード時の呼出音の回数を日] 
回から2己回まで設定することびで 
さます。 


登録 

〇 


ご=7または'^で、田または'^で 

「親機呼 出 音」を選ぶ^ r 「呼 出回 数」を選ぶ 

► ► 「留守モ—ドレ回数」 

を選ぶ 

ぐ!^本^,十 ^ 了、 ダイヤルボタンで 

^ —/ま厂しな'^^で^ ^ 01 -2 己回を入力 

^個数選択」を選ぶ ▼ ^ ▼ (工場出荷時は4回） 

►硬 ►© 




留守機能をもっと便利に®う 


留守モードでのコール回数などを設定することびできます。 


親機で設定します 

-途中でやめるとき I 

停止ボタンを押す 


1つ前に戻るとき 

取消ボタンを押す 


工場出荷時は I 


に設定されています〇 


留守番電話 


留守機能をわつと便利に使う 
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